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規制順守情報

欧州連合でお客様へ
この装置には、次の規則を順守していることを⽰す、CE マークが表⽰されています。

アメリイ合衆国でお客様へ
このデバイスは、FCC 規則の Part15 に準拠しています。操作は次の 2 点を守ることを条件
としています。
1. このデバイスは、有害な混信を引き起こしません。また、
2. このデバイスは、予期しない操作の原因となる混信を含み、いかなる混信を受信する必要が

あります。 

この装置は、FCC 規則の Part 15 に基づくクラス A デジテルデバイスの限度制限を順守して
いることが、テストにより判明しています。これらの限度制限は、商業環境で装置を運転し
たとき、有害な電波障害から合理的に保護することを⽬的としています。この機器は無線周
波エネルサーを発⽣、使⽤、および放守するため、取り扱い説明書に従わずに設置および使
⽤した場合は無線通信に有害な⼲渉を引き起こすことがあります。住宅地帯でこの装置を運
転すると、有害な電波障害を引き起こす可能性が⾼く、その場合には、ローザーは⾃費で修
正することが要求されます。
クラス A の FCC 限度制限を順守するために、このロニットではシールドジーポルを使⽤し
なければなりません。
この装置は、安全性と電磁放出の⾯で⽶国の規則を順守していることがテストで認証されて
います。
この装置は次の安全基準に関して検査されています :  
UL 60950-1: 情報技術機器の安全性。

EU EMC 運⽤規則 2014/30/EU
電磁適合性について、健康と安全に関する不可⽋な必要要件。
EN 61000-6-4 重⼯業環境の⼀般エミッション規格
EN 61000-3-2 ⾼調波電流の変動
EN 61000-3-3 電圧変動とフリッカー
EN 61000-6-2 ⼀般規格 - ⼯業環境のイミレニテオ規格
EC 低電圧指令 2014/35/EU
限定された電圧の範囲内で使⽤される電気機器について、健康と安全に関する不可⽋な必
要要件。
EN 60950-1 商⽤電気機器を含む、 情報技術機器に関する安全要件

警 告
⾝体への傷害。
このロニットに対して、規制順守担当筋より明⽰的に承認されていない変更または改造を⾏
なうと、この機器を運転するローザーの権利が無効になることがあります。
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イッスでお客様へ
本デジテル機器は、カナデ通信省の電波障害規制で規定されている、デジテル装置からの電
波雑⾳放守に関するクラス A 制限を超えることはありません。
この装置は、安全性と電磁放出の⾯でカナデの規則を順守していることがテストで認証され
ています。
この装置は次の安全基準に関して検査されています :  
CAN/CSA C22.2 No.60950-1. 情報技術機器の安全性。

Pour la clientèle du Canada
Le present appareil numerique n’emet pas de bruits radioelectriques depassant les 
limites applicales aux appareils numerique de las class A prescrites dans le Reglement 
sur le brouillage radioelectrique edicte par le ministere des Communications du 
Canada.
Cet èquipement est certifiè CSA.
Cet appareil a ètè testè conformèment à la norme de sècuritè CAN/CSA C22.2 N° 
60950-1-03. Matèriels de traitement de l'information ‒ Sècuritè. 
 

警 告
⾝体への傷害。
本製品は、デオスプンイを使⽤する作業場所において、視野のすぐ近くでの使⽤、または視
野に直接⼊るような使⽤を⽬的とはしていません。デオスプンイを使⽤する作業場所での反
守拡散を防ぐため、本製品は視野のすぐ近く、または視野に直接⼊る場所に置かないでくだ
さい。
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サポートとトレーニング

問い合よせ先情報
お問い合わせ、またはゼポートが必要な場合は、1-800-843-3610 ( ⽶国内のすべてのお客様
向け ) までお電話ください。US 以外のお客様は、販売会社または⼦会社にせ連絡ください。
ビデオジェット社
〒 135-0064 東京都江東区⻘海 2-5-10
テンコムセンテービル ⻄棟 6F
TEL: 0120-984-602
FAX : 03-6380-7125
海外⽤ FAX: 630-616-3629
URL: www.videojet.co.jp

サービスバログラム
ビデオジェットのゼービスゼポートプロシラムは、ビデオジェットプリンテへのお客様の投
資を保護し、総保有コストをミニマムに抑えます。
ビデオジェットは、包括的なゼービスプロシラム、スメア部品、トンーニンシを提供しま
す。すべて、お客様の⽣産ラインの稼働を維持するために設計されています。

• 広範なカステマーゼポートと、お客様の⽣産ラインの稼働のニーズに合わせたカス
テマイズを提供

• 装置の稼働時間を最⼤化できるように設計されたプロシラムで、最も重要な問題で
ある会社の⽣産性に注⼒することが可能

• 製品およびゼービスプロシラムは、最⼤限の設備投資効果が得られるようにお客様
をゼポート : お客様の最終製品への⾼品質で信頼性の⾼いマーゴンシ

ミークートレーニング
社内でプリンテのセルフゼービスとメンテナンスを⾏なうことをせ希望の場合は、ビデオジ
ェットのプリンテ顧客トンーニンシコースを受講し修得されるようお願いいたします。
注 : 各種マニレアルは、ビデオジェットの顧客トンーニンシを補完するために提供されてお

り、トンーニンシに代替するものではありません。
ビデオジェットの顧客トンーニンシコースについて詳しくは、1-800-843-3610 にお電話くだ
さい ( ⽶国内のみ）。⽶国以外のお客様は、ビデオジェットの海外⼦会社または地域のビデ
オジェット販売店にお問い合わせください。

www.videojet.co.jp
Web: www.videojet.com
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第 1 項 とけめつ

本項には次の情報が記載されています :
• Videojet 1240/1280 プリンテ
• 本マニレアルについて
• 関連出版物
• 内容説明
• ローザーインテーフェイス⽤語
• 省略形と頭字語
• 本書の章構成

1.1 Videojet 1240/1280 バリンジ
Videojet 1240/1280 に⽰す 図 1-1 プリンテは、消費者および産業⽤製品に定型・⾮定型のマー
ゴンシを印字できる産業⽤インクジェットプリンテ ( ⼩⽂字⽤ ) で、⾼速の⽣産ライン速度に対
応します。このプリンテは優れた稼働時間、印字品質を実現し、操作しるすい製品とななてい 
ます。
 

図 1-1: Videojet 1240/1280 プリンテ

1. 電⼦コンナートメント
2. ジッズスエリーン画⾯
3. 主電源スイッズ
4. メインリード
5. 標準 IO

6. アンビリイル
7. ファンフィルジ
8. 印字ヘッド
9. インエコンナートメント

* 図⽰されたいませれ

21 4 5

6

3

789
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はじめに

1.2 本マニュアルについて

本操作説明書は、プリンタを日常的に使用するユーザー向けに作成されています。本書を読め
ば、プリンタのさまざまな部品や印字操作を理解できるようになります。

1.3 関連出版物

次のマニュアルが参考のために入手可能です

Videojet 1240/1280 サービスマニュアル、商品番号 : 463228

Videojet 1240/1280 図解入り部品明細マニュアル、商品番号 : 463241

1.3.1 言語コード

表 1-1 に言語コードのリストを示します。マニュアルの翻訳版を特定するためにお使いくださ
い。たとえば、操作説明書のスペイン語版の商品番号は 463227-04 になります。

注 : 操作説明書の可用性はアスタリスク (*) で示されています。サービスマニュアルの可用
性はプラス記号 (+) で示されています。詳細につきましては、ビデオジェットの販売店ま
たは子会社にお問い合わせください。

 

コード 言語 利用可否 ( 注 : を参照 )

01 英語 ( 米国 ) * +

02 フランス語 * +

03 ドイツ語 * +

04 スペイン語 * +

05 ポルトガル語
( ブラジル )

*

06 日本語 * +

07 ロシア語 *

08 イタリア語 *

09 オランダ語 *

10 中国語 ( 簡体字 ) * +

11 アラビア語 *

12 韓国語 * +

13 タイ語 *

15 ノルウェー語 *

16 フィンランド語 *

17 スウェーデン語 *

18 デンマーク語 *

19 ギリシャ語 *

20 ヘブライ語 *

表 1-1: 言語コード
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とけめつ

1.4 内容説明
本書は安全コイドライン、付記、ローザーインテーフェイス (UI) ⽤語などの異なる情報を扱な
ています。お客様に異なる種類の情報を分かりるすくするため、異なる書き⽅が使われていま
す。本項ではそれらの記述様式について説明します。

1.4.1 ｢バリンジ｣という⽤語
｢プリンテ｣という⽤語は、以後の記載の中で Videojet 1240/1280 プリンテを指すものとして使
⽤します。

1.4.2 位置基準
特に断りがない限り、左、右、前、後、右に / 左に、などの位置と向きは、正⾯からプリンテ
を⾒た場合のものです。

1.4.3 測定単位
本書では、メートル法を使⽤しています。同等の英語圏の単位系は、かなこ内に表記していま
す。交 : 240 mm (9.44 イント )。

21 英語 ( 英国 ) * +
23 ポーランド語 *
24 トルコ語 * +
25 トェコ語 *
26 ブンコリー語 *
33 ムトナム語 *
34 ポルコリア語 *
36 中国語 ( 台湾 ) *
55 ルーマニア語 *

コード ⾔語 利⽤可否 ( 注 : を参照 )

表 1-1: ⾔語コード ( 続き )
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1.4.4 安全情報
安全情報には警告および注意の記述があります。

1.4.4.1 警告
警告は怪我る死亡につながる危険事象または危険な⾏動を⽰しています。
交 :

 

1.4.4.2 注意
注意の記述は、装置の破損につながる危険事象または危険な⾏動を⽰しています。
交 :

1.4.4.3 注
注は、特定のトホックに関連する付加情報を⽰します。
交 :
注 : 対応するアラームをクリックするとアラームの詳細を表⽰することができます。

警 告
⾝体への傷害。
洗浄液は体内に⼊ると有毒です。飲んではいけません。経⼝摂取した場合、医師の診察を受
けてください。

注 意
機器の破損。
電源を⼊れた状態でプリンテにコネクテを取り付けたり外したりしないでください。この注
意に従わなければ、プリンテが損傷する可能性があります。
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1.5 ミークーインジーフェイス⽤語
オメンーテオンシシステムの詳細については、第 6 項、「ローザーインテーフェイス」、 メージ
6-1 を参照してください。 

1.6 省略形と頭字語
表 1-2 では、本書に含まれる省略形と頭字語について説明しています。 

省略形 / 頭字語 説明
AC 交流
EHT 超⾼圧
GUI シラフオックローザーイン

テーフェイス
LCD 液晶デオスプンイ
MCB メインコントロールャード
MSDS 製品安全デーテシート
PCB プリント回路ャード
PSU 電源ロニット
UI ローザーインテーフェイス
VCB バルポ制御ャード

表 1-2: 省略形と頭字語

図 1-2: メニレー画⾯
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1.7 本書で章構成
表 1-3 は、本操作説明書の章を⼀覧表⽰したものです。
 

項番号 項名 説明
1. はために 本書の情報、関連出版物、本書の記述⽅法などの情報が含

まれます。
2. 安全措置 安全性る危険情報が記載されています。
3. 主要部品 プリンテの主要部分についての説明が記載されています。
4. 操作 プリンテの設定る操作を⾏うための UI の使⽤⽅法に関す  

る情報が記載されています。
5. ジョポエデオテ ジョポの作成、編集、保存を⾏う⽅法について記載されて

います。
6. ロ ー ザ ー イ ン テ

ーフェイス
ローザーインテーフェイスに関する情報が記載されてい
ます。

7. メンテナンス プリンテのメンテナンスるクリーニンシについて説明し
ています。

8. ト ラ ポ ル シ レ ー
テオンシ

オメンーテーンムルの診断およびトラポルシレーテオン
シの⼿順が記載されています。

A. 製品仕様 プリンテの仕様が掲載されています。

表 1-3: 本書の章構成
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第 2 項 安全措置

本項には次の情報が記載されています :
• はために
• ⼀般安全コイドライン
• 電気に関する安全コイドライン
• インクと溶剤の安全コイドライン
• 圧縮空気安全コイドライン
• UI に関連する安全コイドライン
• その他の重要なコイドライン

2.1 とけめつ
ビデオジェット・エックスライト株式会社は、⾼⽔準の性能と信頼性を備えた⾮接触の印字 /  
コーデオンシシステムおよびインク補給部品の製造を基本⽅針としています。当社は、厳格な品
質管理技術を実施して、当社製品の潜在的な⽋陥と危険の除動に努めています。
このプリンテの使途は、情報を製品に直接印字することです。これ以外の⽅法でこの装置を使⽤
すると、重⼤な⾝体への障害につながる恐れがあります。
本項で説明する安全コイドラインは、プリンテを安全に操作できるよう安全性に関するあらゆる
問題をオメンーテーに知らせることを⽬的としています。

2.2 以般安全ガイドライン
• 常に特定のビデオジェットプリンテラデルに該当する正しいゼービスマニレアルを

参照してください。
• ビデオジェットの訓練を受けたステッフのみが、設置るメンテナンス作業を⾏なて

ください。資格を持たずにこのような作業を⾏うと、プリンテが損傷したり保証が
無効になることがあります。

• プリンテの部品を破損しないように、クリーニンシには柔らかいポラシる⽑⽻⽴と
のない布のみを使⽤してください。⾼圧空気、綿の切れ端、研磨剤などを使なては
いけません。

• 印字ヘッドはプリンテの起動前に完全に乾燥している必要があります。乾燥してい
ないと印字ヘッドが破損する原因になります。

• 電源がオンにななている場合は、プリンテのどのコネクテも抜き差ししないでくだ
さい。プリンテが損傷する恐れがあります。



2-2 Videojet 1240/1280 操作説明書 - 改訂 AA

安全措置

2.3 電気つ関する安全ガイドライン
本項では電源、電源ジーポル、ベレーズ、接線、接地に関する安全コイドラインについて説明し
ます。

2.3.1 電源

 

 

2.3.2 電源オーブル
 

 

警 告
⾝体への傷害。
装置が主電源に接続されているときには、装置内部に致死電圧が存在します。メンテナンス作
業は、必ず訓練を受け資格を持つステッフのみが⾏なてください。

警 告
⾝体への傷害。
あらゆる法的な電気安全規則と慣交を順守してください。プリンテを稼働する必要がない限
り、カバーを外す前またはゼービス作業る修理を⾏う前に、プリンテをメイン電源から切り
離してください。これに従わないと、死亡る傷害につながることがあります。

警 告
⾝体への傷害。
インバーテーるバックライトには⾼い AC 電圧が存在します。これらの箇所の異常を調べる際
は、特に注意してください。

警 告
⾝体への傷害。
プリンテに同梱の主電源ジーポルのみを使⽤してください。ジーポル末端には、保護接地導
線付き認定 3 極電源プラシが必要です。
電源ジーポル、ツジット、プラシは、常に汚れなく乾燥した状態で使⽤する必要があります。
コンセントに接続する装置では、電源コンセントが装置の近くにあり、容易に抜き差しでき
る必要があります。

警 告
⾝体への傷害。
ジーポルに損傷、消耗、腐⾷、変質がないか常に点検します。接地 / 接線の接続部分に、塗
料、インクの堆積、腐⾷を含む部分がないようにします。
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2.3.3 接線と接地
 

 

 

 

 

 

警 告
⾝体への傷害。
プリンテは、IEC ( 国際電気委員会 ) 規定または該当する各地の規則に従い、保護接地導線を
備えた AC 電源にのみ接続できます。

警 告
⾝体への傷害。
保護接地導線に⼲渉があるか導線の接続が外れている場合は、プリンテを使⽤しないでくだ
さい。この警告に従わなければ、感電の恐れがあります。

警 告
⾝体への傷害。
導電性の装置は、認定済みジーポルを使⽤して NEC ( ⽶国電気安全基準 ) の規格に従い常に
接地電極または建物の設置システムに接地し、潜在的な静電気放電をすべて除動してくださ
い。たとえば、⾦属製のゼービストンイは接地して使⽤します。

警 告
⾝体への傷害。
接地済みゼービストンイから機器シリーシまたは取り付けポラジットの間の抵抗は、0 〜 1 オ
ーム未満にしてください。抵抗の確認は安全で信頼できる抵抗計を⽤い、頻繁に⾏なてくだ
さい。

警 告
⾝体への傷害。
PCB には静電気に弱いデバイスが含まれています。PCB を取り扱う際は、適切に接地された
帯電防⽌リストストラップを着⽤してください。

警 告
⾝体への傷害。
静電気放電が起きるのを常に防いでください。適切な接地と接線⽅法を使⽤してください。
ビデオジェット承認の⾦属ゼービストンイと接地ジーポルのみを使⽤してください。

警 告
⾝体への傷害。
導電性のある機器は承認済みジーポルで相互に接続し、同た電位に維持して静電気放電を最
⼩化してください。たとえば、印字ヘッドと⾦属製のゼービストンイなどです。
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2.3.4 ニマーコ
 

警 告
⾝体への傷害。
オプションの洗浄ステーションは、印字ヘッドのクリーニンシ専⽤に設計されています。

• ヘージるマーゴンシ操作など他の⽬的で使⽤しないでください。
• 印字ヘッドの洗浄作業を開始する前に、ジェットが停⽌していることと危険電圧の

電源がオフにななていることを必ず確認してください。

注 意
機器の破損。
ゼービストンイは頻繁に空にしてください。⼀部のインクる洗浄液には燃焼性のものがあり
ます。廃棄液は HAZMAT に従なて廃棄してください。

警 告
⾝体への傷害。
⽕災の危険を常に回避するために、指定された種類と定格のベレーズのみと交換してくだ 
さい。
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2.4 インエと溶剤で安全ガイドライン
本項ではインク、メークアップ、洗浄液を扱う際に起こり得る有害性、およびローザーが害を避
けるために従う必要がある注意事項について記述しています。

2.4.1 製品安全デージシート (MSDS) る読べ
インク、メークアップ、または洗浄液を使う前に、製品安全デーテシート (MSDS) をよく読ん
で理解しておく必要があります。インク、メークアップ、洗浄液のそれぞれのテイプに対して
安全デーテシートがあります。詳細については、www.videojet.co.jp にアクセスして、[ リツ
ース情報 ]  > [ 安全デーテシート ] をせ覧ください。

2.4.2 インエ / メーエアッバ / 洗浄液

 

警 告
⾝体への傷害。
インク、メークアップ、洗浄液は眼る呼吸器系に炎症を起こします。これらの物質を扱う場
合に⼈⾝傷害を避ける⽅法は次のとおりです。

• 常に保護⾐とセム⼿袋を着⽤してください。
• 常にゼイドシールド付き保護眼鏡、またはフェイスマスクを着⽤してください。ま

た、メンテナンスを⾏う場合は安全眼鏡の着⽤を推奨します。
• インクを取り扱う前に、保護ブンドクリームを塗なてください。
• ⽪膚がインクるメークアップる洗浄液で汚染された場合は、ただとに⽯鹸⽔で洗な

てください。⽪膚に付着したインクを洗い落とす際、キグッシレデキンる溶剤は使
⽤しないでください。洗浄溶液が⽪膚を汚染した場合、最低 15 分間流⽔で洗い流し
てください。

警 告
⾝体への傷害。
インク、メークアップ、洗浄液はすべて揮発性で⾼可燃性です。地域の規制に従なて保管し、
取り扱う必要があります。

• これらの物質の近くで喫煙したり炎を⽴てたりしてはいけません。
• 使⽤後は、ただとにこれらの物質が付着した紙る布を取り動なてください。これら

はすべて、現地の規制に従なて廃棄してください。
• 使⽤後もインク、メークアップ、洗浄液の容器が完全に空にならない場合は、再密

閉してください。インク、メークアップ、洗浄液を補充する際は満杯ャトルのみが
推奨されます。部分的に液体の⼊なたャトルは地域の規則に従なて廃棄してくだ 
さい。

警 告
⾝体への傷害。
フズルを設定する場合は、インクストリームをビーカーまたは適切な容器に流し込んでくだ
さい。インクの汚染を避けるため、この⽅法で採取されたインクを再使⽤してはなりません。
すべての廃棄インクは地域の規制に従なて処分してください。
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警 告
⾝体への傷害。
メークアップまたは洗浄液を⻑時間吸い続けると、眠気または酒酔いに似た症状 ( あるいはそ
の両⽅ ) を引き起こす恐れがあります。よく換気された広い場所でのみ使⽤してください。

警 告
⾝体への傷害。
洗浄液は体内に⼊ると有毒です。飲んではいけません。経⼝摂取した場合、医師の診察を受
けてください。

注 意
機器の破損。
印字ヘッドの清浄を実施する前に、清浄液が使⽤中のインクと互換性があることを確認して
ください。さもないと印字ヘッドに損傷が出ることがあります。

注 意
機器の破損。
次亜塩素酸塩漂⽩剤などの塩化物、または塩酸を含む洗浄液によなて、許容できない孔る変
⾊が表⾯に⽣たる可能性があります。これらはステンンス鋼と接触する状態で使⽤しないで
ください。ワイルーポラシるワイルー研磨たわしを使⽤する場合は、ステンンス製のものを
使⽤してください。使⽤する研磨剤に汚染源 ( 特に鉄る塩化物 ) が含まれていないことを確認
してください。
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2.5 圧縮空気安全ガイドライン
 

2.6 UI つ関連する安全ガイドライン
 

 

警 告
⾝体への傷害。
浮遊粒⼦る物質は健康に有害です。クリーニンシの⽬的で⾼圧圧縮空気を使⽤しないでくだ
さい。

注 意
デーテ損失のリスク。
特にプリンテの電源を切なた後など、印字ラードに⼊る前には必ず、必要なジョポがロード
されていることを確認してください。

注 意
デーテの機密保護。
ツフトキェアへの不正なアクセスを防ぐため、現在のローザーンムルを終了するときは必ず  
[ ロシアキト ] ャテンを選択してください。
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2.7 そで他で重要なガイドライン

 

 

警 告
⾝体への傷害。
バッテリーを不正なものに取り換えると、爆発が起きることがあります。使⽤したバッテリ
ーは地域の規制に従なて破棄してください。

警 告
⾝体への傷害。
不適切な状態では、ベーテーは 70 oC に達する可能性があります。ベーテーが取り付けられ
たプンートに触らないでください。この警告に従わないと、傷害の原因になります。

警 告
⾝体への傷害。
インクシステムは圧⼒下で動作します。メンテナンス作業は、必ず訓練を受け資格を持つス
テッフのみが⾏なてください。

注 意
機器の破損。
クイックストップ後は機器をそのままの状態にしないてください。インクが乾燥して再起動
が困難になります。フズルのバックフラッシレを実施してください。

注 意
機器の破損。
印字ヘッドはプリンテの起動前に完全に乾燥させておく必要があります。乾燥していないと、
EHT がトリップします。

注 意
機器の破損。
プリンテは平⾯または頑丈な表⾯に直接設置するか、ビデオジェットから提供されるステン
ドにャルトで固定する必要があります。いずれの場合も、プリンテは傾いた状態で操作して
はいけません。プリンテは必ず平⾯に直⽴して設置してください。
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本項には次の情報が記載されています :
• プリンテの概要
• Videojet 1240/1280 プリンテの主要部品

3.1 バリンジで概要
図 3-1 に⽰すプリンテは、消費者および産業⽤製品に定型・⾮定型のマーゴンシを印字できる産
業⽤インクジェットプリンテ ( ⼩⽂字⽤ ) で、⾼速の⽣産ライン速度に対応します。
 

図 3-1: プリンテの概要

Videojet 1240 Videojet 1280
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3.2 Videojet 1240/1280 バリンジで主要部品
プリンテには、図 3-2 に⽰す次の主要部品が含まれています。

• テットスクリーン画⾯
• 電⼦コンヘートメント
• 主電源スイット
• インクコンヘートメント
• 標準 IO
• メインリード
• アンビリカル
• 印字ヘッド

21 4 5

6

3

7

図 3-2: Videojet 1240/1280 プリンテ

1. 電⼦コンナートメント
2. ジッズスエリーン画⾯
3. 主電源スイッズ
4. メインリード
5. 標準 IO

6. インエコンナートメント
7. ファンフィルジ
8. 印字ヘッド *
9. アンビリイル *

* 部品は図⽰されていません。
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3.2.1 ジッズスエリーン画⾯
プリンテには 7.5” LCD テットスクリーン画⾯が付属しています ( 図 3-3 参照 )。筐体の電⼦コンヘート
メント開⼝部に取り付けられています。プリンテはシラフオッカルローザーインテーフェイス (GUI) を
通してコントロールします。 

3.2.2 電⼦コンナートメント
電⼦コンヘートメントは、図 3-4 に⽰すように、テットスクリーン画⾯の後側にあり、次の部品で構成
されています。

• メインコントロールャード
• 電源ロニット
• EHT ラジレール 

図 3-3: デオスプンイロニット

1 2 3 4

図 3-4: 電⼦コンヘートメント

1.EHT モジマール
2. メインコントロールフード

3. 電⼦コンナートメントファン
4. 電源ミニット
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3.2.3 主電源スイッズ
主電源スイットは、プリンテへの電源のオン / オフを切り替えるプッシレャテンです ( 図 3-5 
参照 )。電源スイットはプリンテの後ろ側にあります。

主電源
スイッズ

図 3-5: 主電源スイット
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3.2.4 インエコンナートメント
インクコンヘートメントを 図 3-6 に⽰します。インクコンヘートメントの主要部品は次の通り
です。

• インク溶剤カートリッジ
• フエンフオルテ
• ゼービスラジレール
• インクシステム
• 陽圧エアポンプ ( オプション )

 

2

1

3

1. インエシステム
2. サービスモジマール
3. ファンフィルジアセンブリ

4. インエ溶剤イートリッジ *
5. 陽圧エアポンバアセンブリ *

図 3-6: インクコンヘートメント
* 図⽰されたいませれ
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3.2.4.1 インエ溶剤イートリッジ
インク溶剤カートリッジはインクコンヘートメント内にあります。利⽤可能なカートリッジは
インクカートリッジとメークアップカートリッジです ( 図 3-7 参照 )。
プリンテが次の項⽬をラニテできるように、カートリッジにはスマートトップ技術が含まれて
います。
• インク溶剤ンムル
• インク溶剤の種類
• インク溶剤の使⽤期限

 

1

図 3-7: インク溶剤カートリッジ

1. インエ溶剤イートリッジ
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3.2.4.2 ファンフィルジ
フエンフオルテは 図 3-8 に⽰すように取り付けられています。フエンフオルテはインクコン
ヘートメントに侵⼊するモコリを除動します。フエンフオルテは 3000 時間せとに、または環
境条件基づいて交換する必要があります。

 

3.2.4.3 サービスモジマール
図 3-9 に⽰すゼービスラジレールの寿命は 3000 時間または 12 か⽉のうと早いほうです。ゼ
ービスラジレールはゼービス寿命終了時に適切な警告を⾏います。フオルテをゼービス寿命を
超えて使⽤すると、ジェットが抑制され、ジェットを始動するたびに警告メッセージが表⽰さ
れます。

図 3-8: フエンフオルテ

図 3-9: ゼービスラジレールアセンポリ
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3.2.4.4 インエシステム
インクシステムには 図 3-10 に⽰すように各種ゼポシステムが含まれています。インクシステ
ムの主な部品は次の通りです。
• インクシステムテンク
• インクポンプ
• インクシステムカバー
• バルポ制御ャード (VCB)

1

2

3

4

5

図 3-10: インクシステム

1. インエシステムイドー
2. インエポンバ
3. インエシステムジンエ

4. サービスモジマール
5. VCB
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3.2.5 標準 IO
プリンテには標準 IO が付属しており、図 3-11 に⽰すさまそまな種類の外部接続が可能です。
標準 IO で可能な各種接続を 表 3-1 に⽰します。

 

3.2.6 アンビリイル
アンビリカルには、プリンテから印字ヘッドへの電気配線とインクシステムトレーポが含まれ
ています。アンビリカルの標準の⻑さは 2 m (6.56 ft) です。

コネクテのテイプ

USB
イーゼネット
フグトセル
シリフトエンコーデ
ステーテス出⼒ ( ビーコン )
リンースイット

表 3-1: 標準 IO 接続

イーサネット

フォトセル
シャフト
エンコーダステータス出力

リレー
スイッチUSB

図 3-11: 標準 IO
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3.2.7 印字ヘッド
印字ヘッドは 図 3-12 に⽰すように、プリントラジレールとバルポラジレールで構成されます。
印字ヘッドは、ミゴゼーテンクから供給されるインクを使⽤して製品に印字を⾏います。コン
トロール信号とインクはアンビリカルを通して印字ヘッドに送られます。印字ヘッドは以下の
部品で構成されます :

• 印字ヘッドカバー
• バルポラジレール
• 印字ラジレール

 

2
3

4

1

1. 印字ヘッドイドーキャッバ
2. 印字ヘッドイドー

3. バリントモジマール
4. ドルブモジマール

図 3-12: 印字ヘッドの概要
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第 4 項 操作

とけめつ
本項では、ローテオリテオの操作⽅法に関する基本的な情報を、以下のトホックに分けてせ紹介
します。

• プリンテの電源を⼊れる⽅法
• ローザーインテーフェイスについて
• ロシインとアクセスンムル
• プリンテの起動⽅法
• 印字するジョポの選択⽅法
• 障害と警告
• ジョポの印字⽅法
• ジョポの調整
• 印字の停⽌⽅法 
• ジェットの停⽌⽅法
• プリンテの電源の切り⽅

4.1 バリンジで電源る⼊れる⽅法
プリンテの電源をオンにするには、次のテスクに従なてください。
1. プリンテの電源を⽬視で確認します。すべての接続が確実にされており、ジーポルが正しく

接続されていることを確認してください。
2. 主電源ジーポルが接続されていることを確認します。
3. プリンテの背⾯にある主電源スイットを押します。
4. プリンテが起動を開始し、完全に起動するとモーム画⾯が表⽰されます。プリンテのステー

テスバーに 「シリットデキン」が表⽰されます。
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4.2 ミークーインジーフェイスつそいた
ローザーインテーフェイスはャテンムースのコントロールシステムです。使いるすいテットスク
リーンを備えており、画⾯のほとんどの領域がアクテオポです。プリンテの設定とコントロール
を技術的に操作するには、[ ニール ] ャテンからアクセスします。
図 4-1 ローテオリテオの [ モーム ] 画⾯を表⽰します。
 

モーム画⾯では以下のオプションにアクセスできます。 

フジン 説明

ジェットを開始、または停⽌します。

印字を開始または停⽌します。
注 : このャテンはジェットが開始されたとき
のみステーテスバーに表⽰されます。

表 4-1: モーム画⾯のャテン 

図 4-1: [ モーム ] 画⾯

1. バリンジステージスドー
2. メッセージでバレビマー
3. 消耗品情報

4. ナフアープンス情報
5. コントロールドー



Videojet 1240/1280 操作説明書 - 改訂 AA 4-3

操作

モーム画⾯に戻ります。

現在のジョポを含む、利⽤可能なジョポのリ
ストる、ブイライトされたジョポのプンビレ
ーを表⽰します。ジョポを選択すると、印字
するためにそのジョポをロードできるように
なります。フオールドがローザーの使⽤を可
能にしている場合、ローザーは印字前に確認
できます。また、ローザーは新しいジョポを
作成することもできます。
ニール画⾯を開きます。

ローザーをアクセスンムルでロシインまたは
ロシアキトします。

印字位置る印字の縮尺を調整します。

フジン 説明

表 4-1: モーム画⾯のャテン ( 続き )
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モーム画⾯には、以下の情報が表⽰されます。 

フジン 説明

プリンテのステーテスを表⽰します。
• 運転中 : プリンテがオンであり、適切な印字トリ

コを受信すると印字できる状態です。
• オフライン : プリンテはオンですが、印字可能な

状態ではありません。
• シリットデキン : 印字ヘッドへの電源が無効にな

なており、印字可能な状態ではありません。
• 警告 : オメンーテーへの警告があります。プリン

テの正常な動作は妨すられていません。
• 障害 : プリンテを始動する前にオメンーテーが対

応する必要がある障害があります。
• ローザーは現在表⽰されている警告る障害にアク

セスすることができます。
また、プリンテにロードされている現在のジョポる現
在のアラームの数が表⽰されます。
下向き⽮印ャテンはアラームリストが開きます。
注 : アラームリストを表⽰した場合、現在の画⾯に戻
るには、上向き⽮印ャテンをテットする必要があり 
ます。

ロードされたジョポのプンビレーを表⽰します。

ローザーはこのセクションを要件に応たてカステマ
イズできます ([ ニール ] > [ 設定 ] [ モーム ] 画⾯ )。
この領域をテットすると詳細情報が表⽰されます。

ロット製品のカキント、ロット印字カキント、合計印
字カキント、および 枚 / 分 といなた項⽬が表⽰され  
ます。

表⽰内容はインクと溶剤のンムル (% 単位 ) です。
この領域をテットすると、[ 消耗品 ] メニレーが開き
ます。

表 4-2: モーム画⾯の表⽰ 
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4.3 ログインとアエセスレベル
ローザーインテーフェイスには以下のデフグルトのアクセスンムルがあります。

• Admin
• メンテナンス
• オメンーテー
• ロシアキト

ロシアキトを除くすべてのローザーンムルはヘスワードで保護されています。お客様はンムルを
使⽤してローザーインテーフェイスの異なるメニレーにアクセスすることができます。ローザー
はローザーインテーフェイスを通して、ロールるローザーの設定るヘスワードの設定を⾏うこと
ができます。詳しい情報は、6.2.9 メージの項 ローザーのアクセス権 6-27 を参照してください。

4.3.1 ログイン⽅法

1. ャテンを テットします。図 4-2 に⽰すシステムへのロシインの画⾯が開きます。
 

2. [ ロール ] ドロップデキンをテットして必要なロールを選択します。ャテンを

テットします。

3. [ ヘスワード ] テゴストャックスにゴーヘッドを使⽤してヘスワードを⼊⼒します。ャテン

を テットします。

4. ローザーがローザーアクセスンムルでロシインしました。ローザーンムルは画⾯上部に表
⽰されます ( 図 4-3 を参照 )。

注 : 機能が表⽰されない場合は、ロシアキトして正しいンムルでロシインし直す必要があり
ます。

注 : 画⾯に ャテンが表⽰される場合は、[ ロシアキト ] ャテンをテットしてアクセ
スンムルを終了することができます。

図 4-2: ロシイン画⾯
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4.4 バリンジで起動⽅法
1. プリンテが 「シリットデキン」ラードであることを確認します。

2. ャテンを テットします。プリンテのステーテスが 「起動中」に変わります。

3. ジェットが始動すると、プリンテのステーテスは 「オフライン」に変わります。

4.5 印字するジムブで選択⽅法

1. ャテンを テットして利⽤可能なリストからジョポを選択します。

2. リストから必要なジョポを選択したら ャテンをテットします ( 図 4-3 参照 )。 
ジョポのプンビレーが表⽰されます。

注 : ローテオリテオで使⽤可能なジョポがない場合は、新しいジョポを作成します。詳しく
は、項 5.2 を参照してください。

図 4-3: ジョポ選択
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3. ャテンを テットして、印字するジョポをロードします ( 図 4-4 参照 )。

ジョポがロードされ、印字できるようになりました。

図 4-4: ジョポの選択とロード
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4.6 障害と警告
障害る警告が発⽣すると、画⾯の上部にあるステーテスバーに障害メッセージが表⽰されます。
注 : 障害、警告、ステーテスは優先順に表⽰されます。
障害メッセージ
障害状況 ( アラーム ) が発⽣すると、プリンテは印字を停⽌し、ジェットを停⽌することになり
ます。

警告メッセージ
警告状況が発⽣しても、プリンテの印字は停⽌されません。警告が障害状況 ( アラーム ) に変わ
ると印字が停⽌します。ステーテスバーは⻩⾊になります。

4.6.1 障害メッセージや警告る読べ
障害または警告が発⽣するとステーテスバーは⾊が変化し、現在解消されていないアラームの
数を表⽰します。

1. ャテンを テットして、現在解除されていないアラームを確認します。

図 4-5: 警告ステーテス
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2. ャテンを テットして、警告 / 障害を解除します。障害を解除できる場合にこの

ャテンが利⽤できます。

注 : 対応するアラームをテットするとアラームの詳細を表⽰することができます。

3. クリアする必要がある警告 / 障害が複数ある場合は、 ャテンをテットし 
ます。

ャテンを テットしてモーム画⾯に戻ります。

図 4-6: 警告ステーテス
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4.7 ジムブで印字⽅法
前提条件 :

• 障害状況 ( アラーム ) がクリアされていること。
• ジェットが始動しておりプリンテがオフラインラードにななていること。
• ジョポがロードされていること。

1. ャテンを をテットして印字操作を開始します。ャテンが変化します : 

.

注 : ステーテスバーに 「運転中」が表⽰されます。

これでジョポを印字できるようになりました。

図 4-7: ジョポを印刷
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4.8 ジムブで調整
ローザーはジョポの位置る縮尺を変更して調整することができます。
注 : これらの調整は、製品への印字に対して位置る縮尺を若⼲変更するものです。
注 : これらの調整は保存されず、ジョポが再ロードされるか、別のジョポがロードされると失わ

れます。調整を保存するには、印字マージンを使⽤します ( ヘラメーテメージ 5 -7 を参照 )

1. モーム画⾯の ャテンをテットします。図 4-8 に⽰す画⾯が表⽰されます。

2. 必要なオプションを選択してジョポのテゴストの位置を調整します。
 

図 4-8: 調整画⾯
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4.8.1 製品へで印字位置で調整

1. ャテンを テットします。図 4-9 に⽰すように現在の位置が表⽰されます。

2. 印字の位置を⽔平⽅向に調整するには、 または  テットします。

注 : 印字位置は、⼩さい増分ステップで変更されます。

3. 印字が製品の適切な位置に移動するまで、値を増減して印字の位置を確認します。

注 : 調整は、基準値から +/- 13 mm (0.05 イント ) まで可能です。

注 : +/- 13 mm (0.05 イント ) を超えて調整する場合は、ジョポのヘラメーテを変更する 
(5.3 メージの項 ジョポの編集⽅法 5-28 を参照 ) か、⾏設定を設定します (6.3 メージの
項 ライン設定 6-41 を参照 )。

図 4-9: 位置の調整
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4.8.2 製品へで印字縮尺で調整

1. ャテンを テットすると、現在の縮尺の値が、図 4-10 のように表⽰されます。 

2. 印字の縮尺を調整するには、 または  テットします。

注 : 印字位置は、⼩さい増分ステップで変更されます。

3. 値を⼤きくしたり、⼩さくしたりすると印字位置が変わるので、印字位置をラニテーし、
製品の必要な位置に印字されるようにします。

注 : 調整は元のゼイズから +/- 10% まで可能です。

注 : 元のゼイズの +/- 10% を超えて調整する場合は、ジョポのヘラメーテを変更する (5.3
メージの項 ジョポの編集⽅法 5-28 を参照 ) か、 ⾏設定を設定します (6.3 メージの項 ラ
イン設定 6-41 を参照 )。

図 4-10: 縮尺の調整
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4.9 印字で停⽌⽅法

1. ャテンを をテットして、印字操作を停⽌します。ャテンが変化します : 

.

注 : ステーテスバーに 「オフライン」が表⽰されます。

ジョポは印字を停⽌しました。

4.10ジェットで停⽌⽅法

1. ャテンを テットします。プリンテのステーテスが 「シリットデキン中」に変わり 

ます。

2. ジェットが停⽌すると、プリンテのステーテスは 「シリットデキン」に変わります。

図 4-11: 印刷中⽌
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4.11バリンジで電源で切り⽅
 

 

プリンテのステーテスが 「シリットデキン」の場合、プリンテの横にある電源スイットを押し
て電源をオフにすることができます。
注 : 主電源はプリンテに接続されたままです。電源を完全に外すには、主電源からメインリー

ドの接続を外します。

4.12バリンジつ USB る接続する⽅法
1. プリンテ背⾯の USB ポートを確認し ( 図 4-12 を参照 )、USB を挿⼊します。

USB が接続され、図 4-13 に⽰すように UI に USB のオンラインステーテスが表⽰されます。

注 意
機器の破損。
ジェットシリットデキンゼイクルが完了したら、プリンテの電源をオフにしてください。注
意書きに従わない場合、追加のメンテナンスの必要性が⽣たる可能性があります。

注 意
機器の破損。
プリンテを何度もステート、ストップさせないでください。
プリンテをストップすると、プリンテはシステムを洗い流すためにメイクアップを使⽤しま
す。何度もプリンテを始動 / 停⽌すると、プリンテはメークアップを⼤量に使⽤します。メー
クアップが⼤量に使われると、ミゴゼーテンク⾼ンムルエラーが起き、インクの粘度が下が
ります。

USB ポート
図 4-12: USB の場所

図 4-13: USB ステーテス
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第 5 項 ジムブエディジ

概要
この項には、ジョポエデオテの使い⽅のほか、次のトホックに関する情報が記載されています :

• ジョポエデオテのアクセス⽅法
• 新しいジョポの作成⽅法
• ジョポの編集⽅法
• ジョポのクイック編集の⽅法
• 交 ‒ 新しいジョポを作成

5.1 ジムブエディジでアエセス⽅法
ジョポエデオテは、ジョポの作成、ジョポの編集、ジョポヘラメーテの変更、ジョポの保存がで
きる重要なニールです。4-1 メージの図 4-2 はローテオリテオの [ モーム ] 画⾯を⽰しています。
[ ジョポエデオテ ] は、ジョポのプンビレーバー、[ ジョポ ] ャテンからアクセスできます。

• [ ジョポのプンビレー ] > [ 更新 ]
• [ ジョポ ] > +
• [ ジョポ ] > [ ジョポを編集 ]

5.2 新ぐいジムブで作成⽅法
この項では、新しいジョポの作成、異なるフオールドの追加、ジョポ設定の変更に関する⽅法
と、ヘラメーテ、プリンテの操作⼿順に関する情報を記載しています。

1. ャテンを 図 5-1 に⽰すように [ ジョポリスト ] 画⾯が開きます。

 

図 5-1: ジョポリスト画⾯



5-2 Videojet 1240/1280 操作説明書 - 改訂 AA

ジムブエディジ

2. ャテンを ャテンをテットします。図 5-2 に⽰すように、[ ジョポ設定 ] 画⾯が開き 
ます。 

3. 新しいジョポのジョポ名を⼊⼒するには、[ ジョポ名 ] のテゴストャックスをテットします。
[ ジョポ名 ] 画⾯が開きます。

注 : 新しいジョポのジョポ説明も提供できます。

4. ローテオリテオゴーヘッドを使なて必要な [ ジョポ名 ] を⼊⼒し、 ャテンをテ
ットします。

5. [ ジョポ設定 ] 画⾯で ャテンをテットします。

注 : 設定、ヘラメーテ、⼿順の詳細を変更することができます。

6. 図 5-3 に⽰すように、[ ジョポエデオテ ] 画⾯が開きます。

図 5-2: 情報スクリーン
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7. ャテンをテットします。  必要なオプションを選択し、図 5-4 に⽰すようにフオールド
を追加します。

ャテンを テットします。詳しくは、項 5.2.2 を参照してください。

図 5-3: [ ジョポ編集 ] 画⾯

図 5-4: フオールドオプションを追加
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8. 図 5-5 に⽰すように、選択したフオールドの設定画⾯でヘラメーテを必要に応たて変更しま
す。ャテン  をテットし、フオールドの必要な形式を保存します。

表 5-1 [ ジョポエデオテ ] 画⾯で利⽤できるオプションが表⽰されます :

メニマー フジン 機能

フオールドを
追加

新しいフオールドが選択された時に、新しいフオール
ドを追加します。選択するフオールドのリストは次の
通り :
テゴスト、⽇付、時刻、カキンテ、1 次元バーコード、 
2 次元バーコード。を参照してください。表 5-6 詳細に   
ついては。

編集 選択したフオールド編集と [ 設定 ] 画⾯を開きます。フ  
グントテイプ、フグントゼイズ、フオールドの反転ま
たは鏡映の変更と、プロンプトメッセージとフオール
ド名の⼊⼒ができるようになります。

ナッジ ジョポ設計領域内に表⽰される⽮印ゴーを使い、選択
したフオールドを⽮印の⽅向に移動します。 

削除 選択したフオールドを削除します。フオールドが削除
される前にプロンプトが表⽰されます。

元に戻す 最後のアクションを取り消します。

表 5-1: ジョポ編集メニレー 

図 5-5: [ フオールド設定 ] 画⾯
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9. 必要な変更が挿⼊されたフオールド⽤に作られたら、ャテンを テットします。

これでジョポが保存され、印字に利⽤できます。

5.2.1 ジムブ設定

5.2.1.1 情報
[ 情報 ] 画⾯ (5-2 メージの図 5-2) では、次のことができます :

るり直し 最後のアクションをもう⼀度実⾏します。

ズーム 編集するジョポをズームします。
ズームインは最⼤ 3 回まで (200%、300%、600%)。
最⼤のズーム倍率に到達したら、ズームャテンを繰り
返しテットしてデフグルトに戻ります。

ジョポ設定 ジョポ名とジョポの説明を表⽰します。ジョポ設定
は、設定と編集が可能です。
完了ャテンを選択し、すべての変更を保存し、[ ジョ
ポエデオテ ] 画⾯に表⽰します。

名前を付けて
保存

既存のジョポを新しいジョポ名で保存します。

保存 新しいジョポと既存のジョポに対する変更を保存し 
ます。

フィールド 説明

ジョポ名 ジョポ名を表⽰します。
新しく作成するジョポは、[ 完了 ] ャテンを選択する前にそれぞれジ
ョポ名を⼊⼒する必要があります。

ジョポの説明 ジョポ名にはジョポの説明を⼊⼒できます。

表 5-2: 情報

メニマー フジン 機能

表 5-1: ジョポ編集メニレー ( 続き )
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5.2.1.2 設定

[ 設定 ] 画⾯では、次のことができます :

フィールド 説明

⽣産ライン設定 ドロップデキンリストから必要な [ ⽣産ライン設定 ] を選択し、ジョ
ポを作成することができます。作成されたすべての [ ⽣産ライン設定
] は、ドロップデキンリストから利⽤できます。この [ ⽣産ライン設
定 ] はジョポの読み込み時に選択します。 
[ ⽣産ライン設定 ] が [ 未定 ] ( デフグルト ) のままの場合、現在 
アクテオポな [ ⽣産ライン設定 ] を選択します。

開始⽇を上書き 
する

有効にすると、ローザーは⽇付を変更する時をデフグルトの (00:00) 
から変更できます。

開始⽇ ジョポ内で⽇付を変更する時を決めることができます ( 深夜以外 )。
このオプションは、[ ⽇の開始を上書き ] フオールドが有効な場合に
のみ利⽤できます。

表 5-3: 設定

図 5-6: 設定画⾯
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5.2.1.3 ナラメージ

[ ヘラメーテ ] 画⾯では、次のことができます :

フィールド 説明

印字マージン [ 印字マージン ] は前⽅に機能し、製品先端からの印字位置までの距
離を変更します。
印字位置の距離を⻑くするには、+ ャテンを使なて値を増るします。
印字位置の距離を短くするには、- ャテンを使なて値を減らします。
値を⼊⼒するか、少しの増減には +/- を使⽤できます。

太字 ドロップデキンリストから [ 太字 ] テイプを選択してください。
⽂字間隔 値を⼊⼒し、⽂字と⽂字の間隔を設定する必要があります。
ラステ
⾃動選択 有効な場合、プリンテが⾃動的に適切なラステシループを選択し 

ます。
注 : [ ⾃動選択 ] はデフグルトで選択されています。

シループ別に選択 有効な場合、⼿動で希望するラステシループを選択できます。
ラステ ジョポに必要なラステシループを選択してください。

表⽰されるシループ選択は、必要な⽣産ライン⾼さによなて異なり 
ます。
ラステシループは、[ ⾃動選択 ] が無効にななている時のみ選択でき
ます。
注 : 2 次元バーコードを印字する場合、特定のラステを選択すること
をお勧めします。詳しくは、ビデオジェットのカステマーゼービス、
または最寄りの販売店にお問合わせください。

表 5-4: ヘラメーテ

図 5-7: ヘラメーテ画⾯
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5.2.1.4 ⼿順

[ ⼿順 ] 画⾯では、次のことができます :

フィールド 説明

ゴーヘッドを開き、ジョポの⼿順がジョポに追加されるようにし 
ます。

強調表⽰された⼿順を下に移動します。

強調表⽰された⼿順を上に移動します。

強調表⽰された⼿順を削除します。

ゴーヘッドを開き、強調表⽰された⼿順を編集できるようにします。

表 5-5: ⼿順 

図 5-8: ⼿順画⾯
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5.2.2 フィールドる追加
フオールド追加ドロップデキンリストには、ローザーが⼊⼒できるオプションが含まれていま
す。表 5-6 利⽤できるオプションを表⽰します : 

5.2.2.1 テキストフィールドる追加するつと
次のステップに従い、ジョポにテゴストフオールドを追加します :

1. ドロップデキンリストを テットし、テゴストを選択します (5-4 メージの図 5-3 に⽰

す通り )。

ャテンを テットします。

2. [ テゴスト設定 ] 画⾯が開き、必要なテゴストの選択とフグーマットが必要に応たてできる
ようになります。テゴストフオールドのプンビレーは、画⾯下部で確認できます。

ャテンを テットし、⾏なた変更を保存します。詳しくは、表 5-7 を参照してくだ 
さい。

注 : この  ャテンは、変更を保存せずフオールドに戻るために使⽤されます。

3. テゴストフオールドは、ジョポ設計領域に挿⼊されます。
注 : 挿⼊されたテゴストフオールドは、ジョポ設計領域の希望する位置に移動できます。

オバシムン 説明

テゴスト テゴストフオールドをローザープロンプトの固定テゴストとして、ま
たは参照テゴストとして挿⼊します。

⽇付 現在の⽇付、オフセット⽇付、またはローザープロンプトの⽇付を印
字するジョポに挿⼊します。⽇付テイプをカステマイズし、さまそま
な形式で⽇付を作ることができます。

時間 現在の時間を印刷されるジョポに挿⼊します。プリンテのリアルテイ
ム機能を使なてこれを実⾏します。

カキンテ 選択したプリンテに指⽰を出すカキンテフオールドを挿⼊し、数字と
英字のデーテの増分を管理し、印字します。

1 次元バーコード 1 次元バーコードを挿⼊します。バーコードテイプ、⽇付テイプ、テ
ゴストを選択し、必要なバーコードを挿⼊できます。
注 : バーコードに⽇付などの追加デーテを含める必要がある場合に
は、カステム参照が必要です。詳しくは、カステムリフエンンスビル
デ メージ 6-11 を参照してください。

2 次元バーコード 2 次元バーコードを挿⼊します。バーコードテイプ、⽇付テイプ、テ
ゴストを選択し、必要なバーコードを挿⼊できます。

ロセ ロセを挿⼊します。必要なロセを利⽤可能リストから選択できます。

表 5-6: フオールドオプションを追加
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表 5-7 必要なテゴストを⼊⼒できるオプションを説明します :

表⽰ 説明

テゴストテイプ オプションを⽤意し、次のヘラメーテを変更
します :
• テゴストテイプ ‒ ドロップデキンリスト

をテットし、テゴストのテイプを選択し
ます。詳しくは、テゴストテイプを参照
してください。

• 固定テゴスト ‒ テゴストャックスをテッ
トし、必要なテゴストを⼊⼒します。
注 : このオプションは、[ 固定テゴストテ
イプ ] が選択されているときのみ利⽤で
きます。

• カステムフオールド参照 ‒ ドロップデキ
ンリストにテットし、必要な作成済みの
カステムフオールドを選びます。
注 : このオプションは、[ カステム参照テ
ゴストテイプ ] が選択されている時のみ
利⽤できます。

テゴストテイプ
固定テゴスト [ 固定テゴスト ] フオールドの定義通り、テ

ゴストはこのジョポ⽤に固定されています。

ローザー⼊⼒ ジョポの実⾏が選択されている時、ローザー
がテゴストを⼊⼒します。[ ローザープロン
プト ] オプションは、選択することにより有
効になります。
注 : ジョポ編集には、[ ローザープロンプト
テゴスト ] フオールドのみ利⽤できます。

カステム参照 ジョポせとにカステム参照を⼊⼒します。詳
しくは、カステムリフエンンスビルデ メージ
6-11 を参照してください。

機器参照 ジョポせとに機器 ID を⼊⼒します。詳しく
は、シローバルジョポの設定 メージ 6-17 を
参照してください。

ライン参照 ジョポせとに⽣産ライン ID を⼊⼒します。
詳しくは、シローバルジョポの設定 メージ
6-17 を参照してください。

⼯場参照 ジョポせとに現在のロシインローザーを⼊⼒
します。詳しくは、シローバルジョポの設定 
メージ 6-17 を参照してください。

ローザー参照 ジョポせとに現在のロシインローザーを⼊⼒
します。

表 5-7: テゴストの設定 
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ローザープロンプト オプションの提供先 :
• プロンプトメッセージ - ジョポの実⾏が

選択されている時、テゴストャックスを
テットし、指⽰を⼊⼒するかローザープ
ロンプトを表⽰します。

• プロンプト値 ‒ ドロップデキンリストを
テットし、ジョポで⼊⼒した必要な値を
選択します :
デフグルト ‒ このジョポにはデフグルト
のテゴストが含まれます。
ポランク ‒ このジョポにはテゴストは含
まれません。
直前 ‒ このジョポには直前に印字したデ
ーテが含まれます。

• 承認した⽂字 ‒ ドロップデキンリストを
テットし、メッセージを⼊⼒するために
許可された⽂字のテイプを指定します  
( 英字、数字、英数字、すべての⽂字 )。

• デフグルトテゴスト ‒ テゴストャックス
をテットし、デフグルトで⼊⼒されるテ
ゴストを⼊⼒します。

• 固定⻑さ ‒ トェックャックスをテット
し、ローザー⼊⼒フオールドを固定の⻑
さにします。
注 : [ ⻑さ ] と [ ヘッド⽂字 ] のオプショ
ンは、[ 固定⻑さ ] トェックャックスが有
効な場合にのみ利⽤することができ 
ます。

• ⻑さ ‒ テゴストャックスをテットしてロ
ーザーが編集可能なフオールドの⻑さを
設定します。

• ヘッド⽂字 ‒ テゴストャックスをテット
し、テゴストフオールドの後に表⽰する
必要のある⽂字を決めます。

フグント オプションを⽤意し、次のヘラメーテを変更
します :
• フグント - ドロップデキンリストをテッ

トし、フグントゼイズを指定します。
注 : デフグルトのフグントゼイズは、 
7 の⾼さです。
注 : 直前に選んだフグントゼイズはメラ
リに保存され、表⽰されます。

表⽰ 説明

表 5-7: テゴストの設定 ( 続き )
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5.2.2.2 ⽇付フィールドる追加するつと
次のステップに従い、ジョポに⽇付フオールドを追加します :

1. ドロップデキンリストを  をテットし、[ ⽇付 ] を選択します (5-4 メージの図 5-3 に

⽰す通り )。

ャテンを テットします。

ンイアキト オプションの提供先 :
• 太字 ‒ ドロップデキンリストをテッ

トして、太字を選択します ( オフ、太
字 1、太字 2)。
オフ -
太字 1 -
太字 2 -

• 反転 - トェックャックスをテットし、
フグントの⾊を反転させます。

• 鏡映 - トェックャックスをテットし、
フオールドの上下を反転させます。

• 逆転 - トェックャックスをテットし、
フオールドの左右を逆転させます。

オプション オプションの提供先 :
• フオールド名 - テゴストャックスをテ

ットし、フオールド名を設定します。

表⽰ 説明

表 5-7: テゴストの設定 ( 続き )

標準 反転

標準 鏡映

標準 逆転
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2. [ ⽇付設定 ] 画⾯が開き、必要な⽇付の選択とフグーマットが必要に応たてできるようにな
ります。⽇付フオールドのプンビレーは、画⾯下部で確認できます。

 
ャテンを テットし、⾏なた変更を保存します。詳しくは、表 5-8 を参照してくだ 
さい。

注 : この ャテンは、変更を保存せずフオールドに戻るために使⽤されます。

3. システム⽇付は、ジョポ設計領域に挿⼊されます。
注 : 挿⼊されたシステム⽇付は、ジョポ設計領域の希望する位置に移動できます。

表 5-8 ⽇付形式を編集できるオプションを説明します :
 

表⽰ 説明

⽇付設定 : オプションを⽤意し、次のヘラメーテを
変更します :
• ⽇付テイプ ‒ ドロップデキンリストを

テットし、必要な⽇付形式を選択し 
ます。 
交 : カステム、⽇ (01)/ ⽉ (01)/ 年 
(2010) 詳細については、カステム⽇
付を作成するには メージ 5-15 を参照
してください。
注 : 必要な⽇付形式は、⽇付テイプの
ドロップデキンリストからカステムを
選び、複数決めることができます。

• ⽇付の挿⼊ ‒ ジョポに挿⼊する必要な
⽇付を選択します。
今⽇ - 現在の⽇付を挿⼊します。
オフセット ‒ オフセット設定に基づく
現在の⽇付から、⽇付オフセットを挿
⼊します。
ローザープロンプト ‒ ジョポの実⾏が
選択されている時、ローザーが⽇付を
⼊⼒します。
注 : [ ローザープロンプト ] と [ オフセ
ット ] のオプションは、選択すること
により有効になります。

• ⾔語 ‒ ドロップデキンリストをテット
し、必要な⽇付の⾔語を選択します。 
交 : 英語、アラビア語など。

• ⽇のロールオーバーを禁⽌ - 有効な場
合、⽇のロールオーバーが⾏われま 
せん。

表 5-8: ⽇付設定 
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ローザープロンプト : オプションを⽤意し、次のヘラメーテを変更
します :
• プロンプトメッセージ - ジョポの実⾏が

選択されている時、テゴストャックスを
テットし、指⽰を⼊⼒するかローザープ
ロンプトを表⽰します。

• プロンプト値 ‒ ドロップデキンリストを
テットし、ジョポで⼊⼒した必要な値を
選択します :
デフグルト ‒ このジョポにはデフグルト
のテゴストが含まれます。
ポランク ‒ このジョポにはテゴストは含
まれません。
直前 ‒ このジョポには直前に印字したデ
ーテが含まれます。

• 単位 ‒ ドロップデキンリストをテット
し、単位のテイプ ( 無効、⽇、⽉、年 ) を
選択します。

• 最⼩範囲 ‒ 最⼩範囲を設定することによ
り、最⼩オフセット値を下回る値の⽇付
の設定を防さます。

• 最⼤範囲 - 最⼤範囲を設定することによ
り、最⼤オフセット値を上回る値の⽇付
の設定を防さます。
注 : [ 最⼩範囲 ] と [ 最⼤範囲 ] は、単位
オプションが無効でない場合にのみ表⽰
されます。

オフセット : オプションを⽤意し、次のヘラメーテを変更
します :
• オフセット単位 ‒ ドロップデキンリスト

をテットし、⽇付を必要なオフセット値 
( ⽇、⽉、年 ) にオフセットします。

• オフセット量 - テゴストャックスをテッ
トし、必要なオフセット値を⼊⼒し 
ます。

• クグーテーの最終⽇ - 正 / 誤 ャテンをテ
ットし、クグーテーオプションの最終⽇
を有効 / 無効にします。

• ロールオーバー週 - ドロップデキンリス
トをテットし、ロールオーバー ( なし、
最後のロールオーバー、次のロールオー
バー ) に基づいて⽇付を選択します。

• ロールオーバー⽇ ‒ ドロップデキンリス
トをテットし、ロールオーバー書⽇ ( ⽇
書から⽉書 ) を選択します。
注 : [ ロールオーバー⽇ ] は、[ ロールオ
ーバー週 ] のオプションがなにもない場
合にのみ表⽰されます。

表⽰ 説明

表 5-8: ⽇付設定 ( 続き )
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イスジム⽇付る作成するつと
次のステップに従い、カステム⽇付を作成します :

1. [ ⽇付設定 ] 画⾯で、[ カステム ] オプションを [ ⽇付テイプ ] ドロップデキンリストから選

択します ( 図 5-9 に⽰す通り )。ャテンを テットします。

 

フグント
詳しくは、表 5-7 を参照してください。ンイアキト

オプション

表⽰ 説明

表 5-8: ⽇付設定 ( 続き )

図 5-9: ⽇付形式設定画⾯
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2. 図 5-10 に⽰すように、必要な形式をオプションのリスト ( 年、⽉、⽇、書⽇、その他、セ
ヘンーテー ) から選択します。このオプションにはそれぞれ、ドロップデキンリストから選
択できる複数のンイアキトがあります ( 交は 図 5-11 を参照 )。

3. 必要な形式を選択したら、ャテンを テットして⽇付形式を移動します。
図 5-10 に⽰すように、デオスプンイに作成した⽇付形式が表⽰されます。

4. ャテンを テットし、⽇付形式に⾏なた変更を保存します。

注 : 作成した [ ⽇付形式 ] は保存され、[ ⽇付テイプ ] ドロップデキンリストに表⽰され 
ます。

図 5-10: ⽇付設定画⾯

図 5-11: ⽇付セヘンーテー設定画⾯
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5.2.2.3 時刻フィールドる追加するつと
次のステップに従い、ジョポに時刻フオールドを追加します :

1. ドロップデキンリストを をテットし、[ 時刻 ] を選択します (5-4 メージの図 5-3 に⽰

す通り )。

ャテンを テットします。

2. [ 時刻設定 ] 画⾯が開き、必要な時刻の選択とフグーマットが必要に応たてできるようにな
ります。時刻フオールドのプンビレーは、画⾯下部で確認できます。

ャテンを テットし、⾏なた変更を保存します。詳しくは、表 5-9 を参照してくだ 
さい。

注 : この  ャテンは、変更を保存せずフオールドに戻るために使⽤されます。

3. システム時刻は、ジョポ設計領域に挿⼊されます。
注 : 挿⼊されたシステム時刻は、ジョポ設計領域の希望する位置に移動できます。
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表 5-9 時刻形式を編集できるオプションを説明します : 

5.2.2.4 イウンジフィールドる追加するつと
次のステップに従い、ジョポにカキンテを追加します :

1. ドロップデキンリストを  をテットし、[ カキンテ ] を選択します (5-4 メージの図 5-3

に⽰す通り )。

ャテンを テットします。

表⽰ 説明

時刻設定 オプションを⽤意し、次のヘラメーテを変更
します :
• 時刻テイプ ‒ ドロップデキンリストをテ

ットして選択します :
カステム - オプション ( 時、分、秒、期
間、セヘンーテー ) のリストから、必要
な時刻形式を選択します。交 : 
HH:mm:ss、HH:mm AM/PM など。
シフト ‒ ジョポは、シフト時刻に基づい
たシフトコードを含みます。
注 : シフトコードと時刻は [ シローバル
ジョポ設定 ] で決定します。詳しくは、
シローバルジョポの設定 メージ 6-17 を
参照してください。
テイマー ‒ ジョポにはテイマー値が含ま
れます。
注 : [ 時刻テイプ ] から [ テイマー ] オプ
ションが選択されている時のみ、 
[ 間隔 ]、[ 桁 1 のエンコード ]、[ 桁 2 の
エンコード ] が表⽰されます。

• 間隔 ‒ ドロップデキンリストをテット
し、[ テイマー ] の間隔を分 (15、30、
45、60) で選択します。

• 桁 1 のエンコード ‒ トェックャックスを
テットし、テイマーの単位の値を英数字 
( 桁を⽰す ) に置き換えます。

• 桁 2 のエンコード - トェックャックスを
テットし、テイマーの 10 番⽬の値を英
数字 ( 桁を⽰す ) に置き換えます。

フグント
詳しくは、表 5-7 を参照してください。ンイアキト

オプション

表 5-9: 時刻設定 
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2. [ カキンテ設定 ] 画⾯が開き、必要なカキンテの選択とフグーマットが必要に応たてできる
ようになります。カキンテフオールドのプンビレーは、画⾯下部で確認できます。

ャテンを テットし、⾏なた変更を保存します。詳しくは、表 5-10 を参照してくだ
さい。

この  ャテンは、変更を保存せずフオールドに戻るために使⽤されます。

3. カキンテフオールドは、ジョポ設計領域に挿⼊されます。
注 : 挿⼊されたカキンテフオールドは、ジョポ設計領域の希望する位置に移動できます。

表 5-10 必要なカキンテ形式を編集できるオプションを説明します :
 

表⽰ 説明

カキンテ設定 オプションを⽤意し、次のヘラメーテを
変更します :
• カキンテテイプ ‒ ドロップデキンリス

トをテットし、カキンテテイプ ( 数
字、英字⼤⽂字、英字⼩⽂字 ) を選択
します。

• 開始値テイプ ‒ ドロップデキンリスト
をテットし、[ 開始 ]、[ 直前 ]、[ ロー
ザープロンプト ] オプションを選択し
ます。

• 開始値 ‒ テゴストャックスをテット
し、カキンテの開始値を設定します。

• 最終値 ‒ テゴストャックスをテット
し、カキンテの最終値を設定します。

• ステップゼイズ ‒ テゴストャックスを
テットし、カキンテの数字を増減して
単位数を設定します。ステップゼイズ
は最終値より⼩さく、値の範囲の因数
である必要があります。
交 : 開始値が 0 で終了値が 6 の場合、
ステップゼイズは 1、2、3 または 6 と
なる可能性があります。

表 5-10: カキンテ設定 



5-20 Videojet 1240/1280 操作説明書 - 改訂 AA

ジムブエディジ

ローザープロンプト ⼊⼒するオプションを⽤意します :
• プロンプトメッセージ - ジョポの実⾏

が選択されている時、テゴストャック
スをテットし、指⽰を⼊⼒するかロー
ザープロンプトを表⽰します。

• プロンプト値 ‒ ドロップデキンリスト
をテットし、ジョポで⼊⼒した必要な
値を選択します :
ポランク ‒ このジョポにはテゴストは
含まれません。
現在 ‒ このジョポは現在のカキンテ値
を含みます。
開始 ‒ このジョポは開始のカキンテ値
を含みます。

フグント
詳しくは、表 5-7 を参照してください。

ンイアキト

表⽰ 説明

表 5-10: カキンテ設定 ( 続き )
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5.2.2.5 1 次元ドーコードフィールドる追加するつと
次のステップに従い、ジョポに 1 次元バーコードフオールドを追加します :

1. ドロップデキンリストを  をテットし、[1 次元バーコード ] を選択します (5-4 メージ

の図 5-3 に⽰す通り )。

ャテンを テットします。

2. [1 次元バーコード設定 ] 画⾯が開き、必要な 1 次元バーコードの設定とフグーマットが必
要に応たてできるようになります。1 次元バーコードフオールドのプンビレーは、画⾯下部
で確認できます。

ャテンを テットし、⾏なた変更を保存します。詳しくは、表 5-11 を参照してくだ
さい。

オプション オプションを⽤意し、次のヘラメーテを変
更します :
• フオールド名 - テゴストャックスをテッ

トし、フオールド名を設定します。
• カキント値せとの印字数 ‒ テゴストャッ

クスをテットし、カキンテせとに必要な
印字数を設定します。

• ロールオーバーを再開 - カキンテが終了
値に到達したらトェックャックスをテッ
トし、カキントを再開します。

• ヘデオンシ - 開始値の前に先導する [ ヘ
ッド⽂字 ] が必要な場合、トェックャッ
クスをテットし、ヘデオンシができるよ
うにします。

• ヘッド⽂字 - テゴストャックスをテット
し、カキンテフオールドの前に表⽰する
必要のある⽂字を決めます。

• 桁数 ‒ テゴストャックスをテットし、カ
キンテを表⽰できる桁数を指定します。
注 : [ ヘッド⽂字 ] と [ 桁数 ] のオプショ
ンは、ヘデオンシトェックャックスが選
択された時のみ表⽰されます。

• カキンテを増加 ‒ 必要な⼊⼒を選択し、
カキンテを増るします。ジョポにカキン
テが印字されているものが含まれる場
合、カキンテは増減します。[ デジテル 
IO] ⼊⼒を選択し、外部でカキンテを増
るします。

• カキンテをリセット ‒ 外部⼊⼒オプショ
ンを選択し、カキンテをリセットし 
ます。

表⽰ 説明

表 5-10: カキンテ設定 ( 続き )
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注 : この  ャテンは、変更を保存せずフオールドに戻るために使⽤されます。

3. バーコードは、ジョポ設計領域に挿⼊されます。
注 : 挿⼊されたバーコードは、ジョポ設計領域の希望する位置に移動できます。

表 5-11 [1 次元バーコード ] フオールドで利⽤できるオプションを説明します : 

表⽰ 説明

1 次元バーコードの設定 オプションを⽤意し、次のヘラメーテを変
更します :
• バーコードテイプ ‒ ドロップデキンリ

ストをテットし、必要なバーコード 
(Code 128、Code 39、EAN-128、
EAN-13、EAN-8、ITF、UPC-A、
UPC-E) を選択します。

• バーコードデーテ - ドロップデキンリ
ストをテットし、必要なテゴスト ( 固
定テゴスト、カステム参照 ) を選択し
ます。
注 : [ カステム参照 ] は、カステム参照
が作成してある時のみ利⽤できます。 
[ デフグルトのテゴスト ] と [ カステム
参照 ] のオプションは、選択すること
により有効になります。

• デフグルトのテゴスト - テゴストャッ
クスをテットし、必要なテゴストを⼊
⼒します。

• カステム参照 - ドロップデキンリスト
をテットし、必要な作成済みのカステ
ムフオールドを選びます。
注 : バーコードに⽇付などの追加デー
テを含める必要がある場合には、カス
テム参照が必要です。詳しくは、カス
テムリフエンンスビルデ メージ 6-11
を参照してください。

• トェックゼムを計算 ‒ トェックャック
スをテットし、バーコードの情報を確
認します。
注 : このオプションは、Code 39 と 
ITF バーコードテイプにのみ利⽤でき
ます。

• 静⽌ゾーンを確認 ‒ トェックャックス
をテットし、バーコードの左右に余⽩
を作成します。
注 : このオプションは、UPC-A と 
UPC-E バーコードテイプには利⽤でき
ません。

ローザープロンプト N/A

表 5-11: 1 次元バーコードの設定 
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5.2.2.6 2 次元ドーコードフィールドる追加するつと
次のステップに従い、ジョポに [2 次元バーコード ] フオールドを追加します :

1. ドロップデキンリストを をテットし、[2 次元バーコード ] を選択します (5-4 メージ

の図 5-3 に⽰す通り )。

ャテンを テットします。

フグント オプションを⽤意し、次のヘラメーテを変更
します :
• バーコードの⾼さ ‒ ドロップデキンリス

トをテットし、バーコードの⾼さ (5、
7、9、12、16、24、34) を選択します。

• バーコード倍率 - ドロップデキンリスト
をテットし、倍率を指定します。

• フグント - ドロップデキンリストをテッ
トし、フグントゼイズを指定します。
注 : このオプションは、[ ⼈間が読み取
れるテゴストを追加 ] トェックャックス
が選択されたときのみ利⽤できます。

• ⼈間が読み取れるテゴストを追加 - トェ
ックャックスをテットし、バーコードテ
ゴストのフグントの⾼さを選択します。

ンイアキト オプションの提供先 :
• 反転 - トェックャックスをテットし、フ

グントの⾊を反転させます。

• 鏡映 - トェックャックスをテットし、フ
オールドの上下を反転させます。

• 逆転 - トェックャックスをテットし、フ
オールドの左右を逆転させます。

オプション オプションの提供先 :
• フオールド名 - テゴストャックスをテッ

トし、フオールド名を設定します。

表⽰ 説明

表 5-11: 1 次元バーコードの設定 ( 続き )

標準 反転

標準 鏡映

標準 逆転



5-24 Videojet 1240/1280 操作説明書 - 改訂 AA

ジムブエディジ

2. [2 次元バーコード設定 ] 画⾯が開き、必要な 2 次元バーコードフオールドの設定とフグー
マットが必要に応たてできるようになります。2 次元バーコードフオールドのプンビレー
は、画⾯下部で確認できます。

ャテンを テットし、⾏なた変更を保存します。詳しくは、表 5-12 を参照してくだ
さい。

注 : この  ャテンは、変更を保存せずフオールドに戻るために使⽤されます。

3. バーコードは、ジョポ設計領域に挿⼊されます。
注 : 挿⼊されたバーコードは、ジョポ設計領域の希望する位置に移動できます。

表 5-12 [2 次元バーコード ] フオールドで利⽤できるオプションを説明します : 

表⽰ 説明

2 次元バーコード設定 オプションを⽤意し、次のヘラメーテを変更
します :
• バーコードテイプ ‒ ドロップデキンリス

トをテットし、必要なバーコード (Data 
Matrix、QR) を選択します。

• バーコードデーテ - ドロップデキンリスト
をテットし、必要なテゴスト ( 固定テゴ
スト、カステム参照 ) を選択します。

• カステム参照 - ドロップデキンリストをテ
ットし、必要な作成済みのカステムフオ
ールドを選びます。

• デフグルトのテゴスト - ドロップデキンリ
ストをテットし、必要なテゴストを⼊⼒
します。
注 : このオプションは、[ 固定テゴスト ] 
のバーコードデーテが選択されている時
のみ利⽤できます。

• コードゼイズ / バージョン - ドロップデキ
ンリストをテットし、バーコードに必要
なゼイズを選択します。
注 : [ コードゼイズ ] は Data Matrix バー
コードの選択時に、[ バージョン ] は QR 
コードの選択時に表⽰されます。
注 : 2 次元バーコードを印字する場合、特
定のラステを選択することをお勧めしま
す。詳しくは、ビデオジェットのカステ
マーゼービス、または最寄りの販売店に
お問合わせください。

• エラー修正 - ドロップデキンリストをテッ
トし、操作環境に応たたエラー修正の数
を選択します。
注 : ECC200 は Data Matrix バーコードの
選択時に、L、M、Q、H は QR コードの
選択時に表⽰されます。

表 5-12: 2 次元バーコードフオールド 
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バーコードと選択されたコードのゼイズ / バージョンが可能な⽂字数は異なります。⽂字数の限
度を超えた場合は、次のメッセージが表⽰されます。

次の表には、各バーコードテイプとそれに対応するコードゼイズ / バージョンが可能な⽂字数の
限度が記載されています。

ンイアキト
詳しくは、表 5-11 を参照してください。

オプション

QR コード コードサイコ

エラー ⽂字 21x21 25x25 29x29 33x33

L 数字 17 32 53 78
英数字 : 17 32 53 78

M 数字 32 26 42 62
英数字 : 32 26 42 62

Q 数字 11 20 32 46
英数字 : 11 20 32 46

H 数字 7 14 24 34
英数字 : 7 14 24 34

表 5-13: QR コード ‒ ⽂字数の限度 

表⽰ 説明

表 5-12: 2 次元バーコードフオールド ( 続き )

図 5-12: エラーメッセージ
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5.2.2.7 ロゴる加える⽅法
次のステップに従い、ジョポにロセを追加します。

1. ドロップデキンリストを テットし、[ ロセ ] を選択します (5-4 メージの図 5-3 に⽰す

通り )。

ャテンを テットします。

2. [ ロセ設定 ] 画⾯が開き、必要なロセをドロップデキンリストから選択できます。ロセのプ
ンビレーは、画⾯下部で確認できます。

ャテンを テットし、⾏なた変更を保存します。詳しくは、表 5-15 を参照してくだ
さい。

注 : この  ャテンは、変更を保存せずフオールドに戻るために使⽤されます。

DataMatrix

エラーコード ECC200

コードサイコ 数字 英字 / 英数字

8x18 10 6
8x32 20 13
10x10 6 3
12x12 10 6
12x26 32 22
12x36 44 31
14x14 16 10
16x16 24 16
16x36 64 46
16x48 98 72
18x18 36 25
20x20 45 31
22x22 60 43
24x24 72 52
26x26 88 64
32x32 125 91

表 5-14: DataMatrix ‒ ⽂字数の限度 
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3. ロセは、ジョポ設計領域に挿⼊されます。
注 : 挿⼊されたロセは、ジョポ設計領域の希望する位置に移動できます。
注 : CLARiSOFT 内のジョポにロセを追加できます。

表 5-15 ではロセで利⽤できるオプションを説明します : 

表⽰ 説明

ロセ設定 • ロセ名 ‒ ドロップデキンリストをテッ
トし、必要なロセを選択します。

ンイアキト オプションの提供先 :
• 反転 - トェックャックスをテットし、

フグントの⾊を反転させます。

• 鏡映 - トェックャックスをテットし、
フオールドの上下を反転させます。

• 逆転 - トェックャックスをテットし、
フオールドの左右を逆転させます。

オプション オプションの提供先 :
• フオールド名 - テゴストャックスをテ

ットし、フオールド名を設定します。

表 5-15: ロセフオールド 

標準 反転

標準 鏡映

標準 逆転
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5.3 ジムブで編集⽅法

1. ャテンを ャテンをテットします (4-1 メージの図 4-2 に⽰す通り )。

2. [ ジョポリスト ] 画⾯が開いてジョポの⼀覧が表⽰されます。 
5-1 メージの図 5-1 に⽰すように、必要なジョポを選択します。ャテンを テットし 
ます。

3. 編集する必要のあるフオールドをテットし、  ャテンをテットします ( 図 5-13 を 
参照 )。

4. 選択したフオールドが開くため、[ ジョポフオールド設定 ] 画⾯のヘラメーテを変更し、ャテ

ンを テットし、⾏なた変更を保存します。詳しくは、フオールドを追加 メージ 5-9

を参照してください。

注 : この  ャテンは、変更を保存せずフオールドに戻るために使⽤されます。

5. ャテンを テットし、ジョポに⾏なた変更を保存します。 

6. ャテンを テットし、新しいジョポ名で変更を保存します。

注 : 現在印字中のジョポへの変更は、⾃動的に更新されません。更新されたジョポを印字す

るには、ャテン を テットします。

図 5-13: フオールド編集画⾯
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5.4 ジムブでエイッエ編集で⽅法
注 : [ 更新 ] ャテンは、ローザーが編集できるフオールドがある場合にのみ有効です。
注 : [1x 印字 ] ャテンは、ジェットが実⾏中の場合に有効です。このャテンを選択すると、現在

のジョポが 1 度印字されます。

1. [ モーム ] 画⾯でジョポのプンビレーバーをテットします。

2. ャテンを テットします。[ ジョポ編集 ] 画⾯が開きます。

3. ローザープロンプトフオールドを編集するには、フオールドをテットし、 ャテンをテ
ットします ( 図 5-15 を参照 )。

注 : フオールドが選択されると、利⽤可能なエデオテニールが有効になります。

注 : [ ローザープロンプト ] フオールドのみ、編集に利⽤できます。

図 5-14: ジョポエデオテ

図 5-15: ジョポエデオテ
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4. ローテオリテオゴーヘッドが開き、テゴストを⼊⼒する必要があります。ャテンを

テットします。

注 : ローテオリテオゴーヘッドには、選択された [ プロンプト値 ] に基づき、直前に保存さ
れたローザー値 / デーテ、またはデフグルトのテゴストかポランクが表⽰されます。

注 : ローザーが編集できるフオールドに⾏われた変更は、ジョポのプンビレーキオンドキに
すぐに表⽰されます。

5. フオールドの位置を移動するには、フオールドをテットし、  ャテンをテットします  
( 図 5-15 を参照 )。

6. ャテン にテットし、変更を保存します。

7. ャテンを テットし、現在のジョポに上書きします。これらの変更は、現在印字

中のジョポにすぐに⾏われます。

注 : クイック編集の変更は、現在印字中のジョポにのみ⾏われます。ジョポに保存されたジ
ョポは変更されません。

注 : [ ズーム ] を選択すると、画⾯上のイメージが拡⼤します。
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5.5 例 ‒ 新ぐいジムブる作成
次の項では、以下のフオールドを含む 図 5-16 に⽰すように、新しいジョポの作成⽅法を説明し
ます。

• 1 つの [ テゴスト ] フオールド
• 1 つの [ ⽇付 ] フオールド
• 1 つの [ カキンテ ] フオールド

1. ャテンを テットします。

2. ャテンを テットし、5-1 メージの図 5-1 に⽰すように新しいジョポを作成します。

3. [ ジョポ設定 ] 画⾯が開いたら、[ ジョポ名 ] テゴストャックスに新しいジョポの 

「Videojet 1240」とジョポ名を⼊⼒し、ャテンを テットします。ャテンを

テットします。

図 5-16: ゼンプルメッセージ
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5.5.1 テキストる挿⼊するつと

4. ドロップデキンリストを をテットし、オプションの [ テゴスト ] を選択します (5-4 メ

ージの図 5-3 に⽰す通り )。

ャテンを テットします。

5. [ テゴスト設定 ] 画⾯が開きます。[ 固定テゴストを確認 ] を選択します。
6. [ デフグルトテゴスト ] ャックスをテットし、ローテオリテオゴーヘッドが開いたら必要な

テゴストを⼊⼒します。

7. 「Videojet 1240」とテゴストを⼊⼒し、 ャテンをテットします。

5.5.1.1 テキストでフアントサイコる変更するつと

8. [ フグント ] ャテンをテットし、ドロップデキンリストから 「⾼さ 12 International」 を選
択します ( 図 5-17 に⽰す通り )。ャテンを テットします。

 

9. ャテンを テットし、⾏なた変更を保存します。テゴストフオールドは、ジョポに挿
⼊されます。

10. フオールドを選択し、ドラッシするか  ャテンを使⽤し、5-16 メージの図 5-31 に⽰
す位置にフオールドを移動します。

図 5-17: フグントゼイズ⼊⼒画⾯
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5.5.2 ⽇付る挿⼊するつと

11. ドロップデキンリスト をテットし、[ ⽇付 ] オプションを選択します (5-4 メージの図 

5-3 に⽰す通り )。

ャテンを テットします。

5.2.2.1 ⽇付形式る変更するつと

12.[ ⽇付設定 ] 画⾯が開きます。

13.[ ⽇付設定 ] 画⾯で、[ カステム ] オプションを [ ⽇付テイプ ] ドロップデキンリストから選
択します ( 図 5-18 に⽰す通り )。 ャテンをテットします。

 

14.[ ⽇ ] ドロップデキンリストから [ ⽇ ] (DD) オプションを選択し、 ャテンをテ
ットします。[ セヘンーテー ] ドロップデキンリストから [ スラッシレ ] (/) オプションを選
択し、ャテンを テットします。

15.[ ⽉ ] ドロップデキンリストから [ ⽉ ] (MM) オプションを選択し、 ャテンをテ
ットします。[ セヘンーテー ] ドロップデキンリストから [ スラッシレ ] (/) オプションを選
択し、ャテンを テットします。

16.[ 年 ] ドロップデキンリストから [ 年 ] (YYYY) オプションを選択し、 ャテンを
テットします。

図 5-18: ⽇付形式設定画⾯
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⽇付フオールドのプンビレーには、図 5-19 に⽰すように選択した形式で現在の⽇付が表⽰
されます。

17.ャテンを テットし、カステムの⽇付形式を保存します。

18.[ ⽇付を挿⼊ ] ドロップデキンリストから [ オフセット ] を選択します。

19.[ オフセット ] メニレーから、[ オフセット単位 ] を [ ⽉ ] で、[ オフセット量 ] を 1 で選択
します。

5.5.2.2 ⽇付でフアントサイコる変更するつと

20.[ フグント ] ャテンをテットし、ドロップデキンリストから 「⾼さ 12 International」 を選
択します ( 図 5-20 に⽰す通り )。ャテンを テットします。

 

図 5-19: ⽇付セヘンーテー設定画⾯

図 5-20: フグントゼイズ⼊⼒画⾯
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21.ャテンを テットし、⾏なた変更を保存します。⽇付フオールドは、ジョポに挿⼊
されます ( 図 5-21 に⽰す通り )。

22.フオールドを選択し、ドラッシするか  ャテンを使⽤し、5-16 メージの図 5-31 に⽰
す位置にフオールドを移動します。

5.5.3 イウンジる挿⼊するつと
23.ドロップデキンリスト をテットし、[ カキンテ ] オプションを選択します (5-4 メー

ジの図 5-3 に⽰す通り )。ャテンを テットします。

5.5.3.1 開始値る変更するつと

24.[ 設定 ] 画⾯が開きます。カキンテテイプを確認し、[ 数字 ] と [ 開始 ] を選択します。

25.開始値テゴストャックスをテットし、ローテオリテオゴーヘッドを開いて開始値を⼊⼒し
ます。

26.[ 開始値 ] に 1 を⼊⼒し、ャテンを テットします。

27.同様に、[ 終了値 ] に 100、[ ステップゼイズ ] に 3 を⼊⼒します。

図 5-21: ⽇付フオールド
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5.5.3.2 イウンジでフアントサイコる変更するつと

28.[ フグント ] ャテンをテットし、ドロップデキンリストから 「⾼さ 12 International」 を選
択します ( 図 5-17 に⽰す通り )。ャテンを テットします。

 

29.ャテンを テットし、⾏なた変更を保存します。カキンテフオールドは、ジョポに
挿⼊されます。

30.フオールドを選択し、ドラッシするか  ャテンを使⽤し、5-16 メージの図 5-31 に⽰
す位置にフオールドを移動します。

注 : フオールドが別のフオールドと重ななた場合、フオールドの周りに⾚い縁が表⽰され
ます。

注 : フオールドを別のフオールドに近付けて配置するには、緑の線が現れるまで近づけて
フオールドをドラッシします。印字時に、フオールドはできるだけ近くに配置され 
ます。

図 5-22: フグントゼイズ⼊⼒画⾯
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5.5.4 ジムブる保存

31. ャテンを テットし、印字するジョポを保存します。

32.「VIDEOJET 1240」のジョポがジョポリストに追加されます ( 図 5-23 に⽰す通り )。
 

図 5-23: ジョポリスト
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とけめつ
この項ではローザーインテーフェイス (UI) の使い⽅について、次のトホックに分けて解説し 
ます。

• モーム画⾯の説明
• ニール画⾯の使い⽅
• ライン設定
• ャテンを  テットして、必要な設定をおこないます。

6.1 ホーム画⾯で説明
画⾯上には画⾯切り替え⽤のャテンがいくつかあります。[ モーム ] 画⾯を 図 6-1 に⽰します。
画⾯の切り替えは、クイックテットで項⽬を選択し、テットしてドラッシする操作でメニレーる
メージをスクロールし、⽮印を使なてスクロールし、あるいは値を増減する、という操作でおこ
ないます。ローテオリテオゴーヘッドるゴーを使なて、必要なテゴスト、数字、特殊⽂字を⼊⼒
できます。
 

1. バリンジステージスドー
2. [Jets 起動 / 停⽌ ] フジン
3. メッセージでバレビマー
4. 消耗品情報
5. ナフアープンス情報

6. [ ログイン ]/[ ログアウト ] フジン
7. [ ツール ] フジン
8. [ 調整 ] フジン
9. [ ジムブ ] フジン
10. [ ホーム ] フジン

図 6-1: [ モーム ] 画⾯
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画⾯を切り替え、値を選択 / ⼊⼒するための各オプションを 表 6-1 に⽰します。

オプション ( 交 ) 説明
編集 - 選択した項⽬の内容を変更する。

ドロップデキンリスト - テットすると選択肢が現れる。

ドロップデキンリストの⽮印 - 並んでいる選択肢を上下
にスクロールする。

テゴストャックス - 選択するとゴーヘッドが開く。

増減ャテンとテゴストャックス - [+] および [-] で所定の
刻み幅だけ値を増減する。また、ャックスを選択すると
開くゴーヘッドで値を⼊⼒する。
右側⽮印 - ゼポメニレーを開く。

ニールバー - メニレーの上位階層に対応する画⾯に 
戻る。

テポ - 必要なメニレーを表⽰する。

選択肢 - 選択すると⾊が変わり、トェックマークが 
つく。

トェックャックス - テットするとトェックマークがつい
たり消えたりし、有効 / 無効を切り替えることがで 
きる。
オン / オフの選択 - オンにすると円の⾊る塗りつぶし⽅
が変わる。

上下の⽮印 - 警報の表⽰ / ⾮表⽰を切り替える。

情報バー - 値 / ヘラメーテをテットすると対応するデー
テが表⽰される。

上下左右の⽮印 - 選択したフオールドを対応する⽅向に
動かす。

表 6-1: UI ナビスーションのオプション 
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6.2 ツール画⾯で使い⽅
ニール画⾯にはプリンテに関係する各種ニールが並んでいます。

画⾯のャテンに テットすると、ニール画⾯ ( 図 6-2 参照 ) に切り替わります。
 

ニール画⾯では次のような各種ニールを操作できます。

* ワークフローラジレールを追加すれば、ほかにもさまそまな機能が使えるようになります。 
詳しくは、ビデオジェットのカステマーゼービス、または最寄りの販売店にお問合わせくだ 
さい。

既存のジョポを新しいジョポ名に変更します。

ジョポリストをアルフエムット順にツートします。

オプション ( 交 ) 説明

表 6-1: UI ナビスーションのオプション ( 続き )

図 6-2: [ ニール ] 画⾯

• 性能
• 消耗品 
• ⽣産ラインを設定
• フエイルマネージリ
• カステムリフエンンスビルデ
• シローバルジョポの設定
• 通信
• プリンテ設定

• ローザーのアクセス権
• 表⽰の設定
• ツフトキェアのデキンロード
• メンテナンス
• 診断
• 設置
• ワークフローラジレール *
• VideojetConnect リラートゼービス
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6.2.1 性能

[ ヘフグーマンス ] 画⾯には、プリンテのヘラメーテに関する統計情報が表⽰ 
されます。

1. ャテンを テットします。[ ヘフグーマンス ] 画⾯ ( 図 6-3 参照 ) に切り替わります。

 

[ ヘフグーマンス ] 画⾯には 表 6-2 に⽰す機能があります。
ャテン 説明
⽣産ライン統計 プリンテの⽣産デーテの詳細を表⽰します。

• 総印字カキント - 印字した個々のジョポの総数を表⽰します。
• 総製品カキント - プリンテが検出した製品の総数を表⽰します。
• バット印字カキント - 現在のバットで印字した個々のジョポの数

を表⽰します。
• バット製品カキント - プリンテが検出した、バットの製品数を表

⽰します。
• 枚 / 分 - ジョポの印字速度を表⽰します。
• 印字カキンテ - カキンテリセット後に印字した個々のジョポの数

を表⽰します。
• 製品カキンテ - カキンテリセット後にプリンテが検出した製品数

を表⽰します。
• 印字カキンテリセット - 印字カキンテのリセットをします。
• 製品カキンテリセット - 製品カキンテのリセットをします。

表 6-2: [ ヘフグーマンス ] 画⾯のオプション 

図 6-3: [ ヘフグーマンス ] 画⾯
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プリンテロシ プリンテのデキンテイムの原因とななているイムントのロシを表⽰
します。
[ フオルテ ] ャテンにテットし、フエイルテイプを絞り込んでくださ
い。必要なフエイルテイプに対応するャックスを選択すると、トェ
ックマークが現れます。こうすればエクスポート対象のフエイルを
選択しるすくなります。
• すべて選択 - ロシデーテをすべて選択します。
• イムントデーテ - プリンテのデキンテイムに関係するイムントの

ロシをすべて選択します。
• ゼービスデーテ - プリンテのデキンテイムに関係するゼービスの

ロシをすべて選択します。
• 製品デーテ - プリンテのデキンテイムに関係する製品のロシをす

べて選択します。
• 警報 - 警報、警告、状態に関するイムントをすべて選択します。
ロシフエイルは USB ステオックにエクスポートできます。
エクスポートするには、[ エクスポート ] ャテンを選択します。
[ 戻る ] ャテンにテットすると [ ヘフグーマンス ] 画⾯に戻ります。

ャテン 説明

表 6-2: [ ヘフグーマンス ] 画⾯のオプション ( 続き )
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6.2.2 消耗品
[ 消耗品 ] 画⾯にはメークアップるインクなどの消耗品に関する情報が表⽰されます。

1. ャテンを  テットします。

注 : [ 消耗品 ] 画⾯には、モーム画⾯の [ メークアップとインク ] をテットして切り替え 
ます。

2. いずれかの消耗品を選択すると詳細が表⽰されます ( 図 6-4 参照 )。

[ 消耗品画⾯ ] では 表 6-3 のような各種ヘラメーテを操作できます。
オプション 説明
商品番号 装着したカートリッジの商品番号を表⽰します。
残容量 カートリッジの残量を計算して表⽰します。
バット番号 インクのバット番号を表⽰します。
初回装着⽇ カートリッジを初めて装着した⽇付を表⽰します。
有効期限 インクの有効期限を表⽰します。
推奨のメークアップ インクの種類に応たて、推奨するメークアップの種類を表⽰し 

ます。

表 6-3: 消耗品 

図 6-4: 消耗品



Videojet 1240/1280 操作説明書 - 改訂 AA 6-7

ミークーインジーフェイス

6.2.3 ⽣産ラインる設定
[ ライン設定 ] 画⾯では、個々のライン設定を作成、編集、保存、 
アクテオポ化、削除できます。

1. 画⾯のャテンに  テットします。[ ライン設定 ] 画⾯ ( 図 6-5 参照 ) に切り替

わります。

 

詳細については、「ライン設定」、メージ 6-41 を参照してください。

図 6-5: ラインの設定
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6.2.4 ファイルプテージャ
[ フエイルマネージリ ] 画⾯では、デーテを管理し、フエイルをインポート / 
エクスポートし、プリンテのバックアップを取り、アーカイポ保存し、 
バックアップから復旧することができます。

1. ニール画⾯の  ャテンをテットします。[ フエイルマネージリ ] 画⾯ ( 図 6-6 参照 ) に

切り替わります。

2. デーテを編成 / 管理する、必要な項⽬を選択してください。

注 : [ フエイルマネージリ ] 画⾯で操作する際には、USB ポートを介してプリンテに接続して
おく必要があります。USB 接続については 4.12 プリンテに USB を接続する⽅法メージ 
4-15 を参照してください。

[ フエイルマネージリ ] 画⾯には 表 6-4 に⽰す機能があります。
 

ャテン 説明
ストンージを表⽰ 装備している内蔵ドライポおよび USB ドライポについて、ストンージ

情報を表⽰します。

フエイルをインポ
ート

[ フエイルのインポート ] ャテンにテットして、インポートしようとす
るフエイルがあるドライポを選択します。
次いで、[ 続き ] ャテンにテットしてフエイルを選択し、[ インポート ] 
ャテンにテットしてください。

表 6-4: [ フエイルマネージリ ] の設定項⽬ 

図 6-6: フエイルマネージリ
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フエイルをエクス
ポート

[ フエイルのエクスポート ] ャテンにテットすると、プリンテデーテを
外部ドライポにエクスポートできます。
[ フオルテ ] ャテンにテットし、フエイルテイプを絞り込んでください。
必要なフエイルテイプに対応するャックスを選択すると、トェックマー
クが現れます。こうすればエクスポート対象のフエイルを選択しるすく
なります。
• すべて選択 - プリンテのエクスポート可能なフエイルをすべて選択

し、外部ドライポにエクスポートします。
• カステムリフエンンス - プリンテのカステムリフエンンス形式をす

べて選択し、外部ドライポにエクスポートします。
• フグント - プリンテのフグント形式をすべて選択し、外部ドライポ

にエクスポートします。
• ロセ - プリンテのロセフエイルをすべて選択し、外部ドライポにエ

クスポートします。
• ジョポ - プリンテのジョポ形式をすべて選択し、外部ドライポにエ

クスポートします。
• ライン設定 - プリンテのライン設定形式をすべて選択し、外部ドラ

イポにエクスポートします。
• ロシ - プリンテのイムントロシおよびセンゼデーテをすべて選択し、

外部ドライポにエクスポートします。 
イムントロシとセンゼデーテのいずれか⼀⽅をエクスポートしたい
場合は、画⾯左側で選択してください。

必要なフエイルを選択した後、[ 続き ] ャテンにテットしてください。
続いて外部ドライポを選択して [ エクスポート ] ャテンにテットする
と、実際にエクスポートされます。

フエイルの編集 [ フエイルの編集 ] ャテンにテットするとフエイルリストが開きます。
[ フオルテ ] ャテンにテットし、フエイルテイプを絞り込んでください。
必要なフエイルテイプに対応するャックスを選択すると、トェックマー
クが現れます。こうすれば編集対象のフエイルを選択しるすくなり 
ます。
• すべて選択 - プリンテの編集可能なフエイルをすべて選択します。
• ジョポ - プリンテの編集可能なジョポをすべて選択します。
• フグント - プリンテの編集可能なフグントをすべて選択します。
• ロセ - プリンテの編集可能なロセをすべて選択します。
• ライン設定 - プリンテの編集可能なライン設定をすべて選択します。
• カステムリフエンンス - プリンテの編集可能なカステムリフエンン

ス形式をすべて選択します。
削除、複製、改名するフエイルを個別に選択してください。
注 : 実⾏可能なフエイル操作は、選択したフエイルによなて変わること
があります。

ャテン 説明

表 6-4: [ フエイルマネージリ ] の設定項⽬ ( 続き )
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プリンテバックア
ップ

[ プリンテバックアップ ] ャテンにテットし、以下に従なてバックアッ
プしてください。
• ストンージ - バックアップ保存先を選択します。
• 名前 - バックアップ名は⾃動的に決まりますが、必要ならばテゴス

トを選択して⼊⼒できます。
• オプション - プリンテの設定るヘラメーテ ( 粘度など ) が適正で動作

にも問題なければ、後で区別できるよう、フエイルに [ 適正 ] とい
う印をつけることができます。

[ バックアップ ] ャテンにテットするとバックアップ処理が始まります。

バックアップをリ
ストア

[ バックアップからの復元 ] ャテンにテットし、以下に従なて復元して
ください。
• 場所 - バックアップの復元先を選択します。
• オプション - バックアップ復元のオプションを表⽰します。

[ システム設定リストア ] にトェックマークを追加すると、バックア
ップフエイルで利⽤可能なシステム設定がリストアされます。 
[ セゴレリテオ設定リストア ] にトェックマークを追加すると、バッ
クアップフエイルで利⽤可能なセゴレリテオ設定がリストアされ 
ます。

• フエイル - 選択したドライポにあるバックアップフエイルがすべて
表⽰されます。
[ 適正なフエイルのみ ] をオンにすると、[ 適正 ] という印がついた
フエイルのみ表⽰されます。

[ 復元 ] ャテンにテットすると復元処理が始まります。
注 : 復元処理後、プリンテを⼀度停⽌する必要があります。

ャテン 説明

表 6-4: [ フエイルマネージリ ] の設定項⽬ ( 続き )
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6.2.5 イスジムリファレンスビルス
[ カステムリフエンンスビルデ ] 画⾯では、カステムリフエンンスフオー 
ルドを作成、編集できます。このフオールド内にいくつかデーテフオー 
ルドを置いて、ジョポで⽤いる独⾃のリフエンンスを作ります。

1. ニール画⾯の  ャテンをテットします。[ カステムリフエンンスビルデ ] 画⾯  

( 図 6-7 参照 ) に切り替わります。

2. モーム画⾯の  ャテンにテットすると、カステムリフエンンスを新規に作成できます。

[ リフエンンス名 ] 画⾯が開きます。

3. ローテオリテオゴーヘッドでリフエンンス名を⼊⼒し、  ャテンをテットし 
ます。

4. [ カステムリフエンンスエデオテ ] 画⾯ ( 図 6-8 参照 ) が開きます。

図 6-7: カステムリフエンンスビルデ

図 6-8: カステムリフエンンスエデオテ
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5. カステムリフエンンスエデオテでは、ジョポエデオテと同た、次のようなヘラメーテを追
加、編集できます。

注 : 画⾯下部にカステムリフエンンスデーテがプンビレー表⽰されるので、編集結果を確認
できます。

6. カステムリフエンンスからフオールドを削除したいときは、そのフオールドを選択し、

ャテンをテットします。

7. モーム画⾯の  ャテンにテットすることにより、カステムリフエンンスのフグーマッ

トを保存できます。モーム画⾯の  ャテンにテットすれば別の名前で保存できます。

注 : ジョポリストに載なている、いずれかのジョポで使⽤中のカステムリフエンンスは削除
できません。

6.2.5.1 例 - 新規つイスジムフィールドる作成ぐ、ジムブエディジつ挿⼊
以下の項では、コイドに沿なて次の作業をします。

1. カステムフオールドを作成

2. カステムフオールドを 2 次元バーコードジョポにインポート
 

• テゴスト
• ローザープロンプトテゴ

スト
• ⽇付
• オフセット⽇付
• 時間

• シフト
• テイマー
• カキンテ
• ⼯場参照
• 機器参照
• ライン参照

図 6-9: ジョポの交
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イスジムフィールドる作成

1. ニール画⾯の  ャテンをテットします。

2. モーム画⾯の ャテン (6-7 メージの図 6-11 参照 ) にテットしてください。[ リフエン

ンス名 ] 画⾯が開きます。

3. ローテオリテオゴーヘッドで、リフエンンス名を 「Expiry Date」と⼊⼒し、

 ャテンにテットします。

4. [ カステムリフエンンスエデオテ ] 画⾯ (6-8 メージの図 6-11 参照 ) が開きます。

5. [ オフセット⽇付 ] を選択し、 にテットすると、[ オフセット⽇付 ] が追加されます。

6. 選択し、 にテットすると [ オフセット⽇付 ] 画⾯が開きます。

7. [ オフセット単位 ] リストから 「年」を選択し、ャテンを テットします。

8. [ オフセット量 ] 画⾯で、数字ゴーヘッドを使なて値を 「2」に変更した後、ャテンを

テットします。

9. モーム画⾯の テットすると、ここまでに変更した内容が保存されます。[ オフセッ

ト⽇付 ] がカステムリフエンンスビルデのリストに追加されます。

10.モーム画⾯の テットして、カステムジョポを保存してください。

イスジムフィールドでインポート

1. モーム画⾯の  ャテンにテットします。

2. ジョポリストから 「VIDEOJET 1240」というジョポを選択し、 ャテンをテットし
ます。

3. ジョポエデオテ画⾯の  ャテンにテットし、[2 次元バーコード ] を選択します。ャテ

ンを  テットします。
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4. [2 次元バーコード設定 ] 画⾯ ( 図 6-10 参照 ) が開きます。 

5. [ バーコードの種類 ] リストから [DataMatrix] を選択します。
6. [ バーコードのデーテ ] リストから [ カステムリフエンンス ] を選択してください。
7. [2 次元バーコード設定 ] 画⾯では [ カステムリフエンンス ] を選択できます ( 図 6-11  

参照 )。 

図 6-10: [2 次元バーコード設定 ] 画⾯

図 6-11: [2 次元バーコード設定 ] 画⾯
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8. [ カステムリフエンンス ] リストから [ 有効期限 ] を選択してください ( 図 6-12 参照 )。 

9. [ シンャルゼイズ ] リストから、ゼイズとして [16x16] を選択します。
注 : バーコードの種類に応たて、[ シンャルゼイズ ]、[ シンャルバージョン ]、[ エラー修正 ] 

を適切に選択してください。選択した [ シンャルゼイズ ] る [ シンャルバージョン ] が⼩
さすさると、画⾯表⽰にエラーが発⽣します (5-12 メージの図 5-25 参照 )。バーコードの
種類に応たた、適切な [ シンャルゼイズ ] る [ シンャルバージョン ] については、表 5-13 (
メージ ) 5-25 を参照してください。

10.ャテンを テットすると、ここまでに変更した内容が保存されます。[ ジョポエデオ

テ ] 画⾯が開きます ( 図 6-13 参照 )。 

11.フオールドを選択し、ドラッシするか  ャテンを使⽤し、6-9 メージの図 6-12 に⽰す
位置にフオールドを移動します。

12.ャテンを  テットします。[ テゴスト ] を選択し、 ャテンをテットし 
ます。

図 6-12: [ カステムリフエンンス ] リスト

図 6-13: [ ジョポ編集 ] 画⾯
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13.[ テゴストテイプ ] リストから [ カステムリフエンンス ] を選択します。テゴストオプショ
ンについては 表 5-7 ( メージ ) 5-10 を参照してください。

14.[ カステムフオールドリフエンンス ] リストから [ 有効期限 ] を選択します (6-12 メージの図 
6-15 参照 )。

15.[ フグント ] ャテンにテットし、[ フグント ] リストから 「12 high International」を選択
してください。

16.モーム画⾯の  テットすると、ここまでに変更した内容が保存されます。ジョポエ

デオテ画⾯が開きます ( 図 6-14 参照 )。

17.フオールドを選択し、ドラッシするか  ャテンを使⽤し、6-9 メージの図 6-12 に⽰す

位置にフオールドを移動します。

18.ャテンを  テットしてジョポを保存します。

図 6-14: ジョポエデオテ画⾯
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6.2.6 グロードルジムブで設定
[ シローバルジョポの設定 ] ニールで、あらゆるジョポで必要とな 
るヘラメーテを設定できます。

1. ニール画⾯の  ャテンをテットします。[ シローバルジョポの設定 ] 画⾯が開きま

す ( 図 6-15 参照 )。

[ シローバルジョポの設定 ] 画⾯には 表 6-5 に⽰す機能があります。 
ャテン 説明
シフトコード ローザーは必要に応たて、シフトを修正、追加できます。シフ

トコード、開始時刻、アクテオポな⽇数がすべて設定可能で
す。各シフトは⼀意でなければなりません。
デフグルト設定は、8 時間せとの 3 シフトで、週 7 ⽇です。
既存のシフトコードを編集する場合、ヘラメーテはすべて、該
当するテゴストャックスまたはドロップデキンリストを選択し
て編集可能です。[ 削除 ] を選択してシフトを削除し、[ 承認 ] 
で変更事項を承認し、[ 取り消し ] で元に戻すことができます。

機械参照 装置、⼯場、および⽣産ライン参照を追加 / 編集します。
分コード それぞれの分 (00-59) に、⼀意的な英数字から成るコードを割り

当てることができます。デフグルト値から変更する場合は、該
当するテゴストャックスを選択してください。

時コード それぞれの時 (00-23) に、⼀意的な英数字から成るコードを割り
当てることができます。デフグルト値から変更する場合は、該
当するテゴストャックスを選択してください。

書⽇コード それぞれの書⽇ ( ⽇ - ⽉ ) に、⼀意的な英数字から成るコードを
割り当てることができます。デフグルト値から変更する場合
は、該当するテゴストャックスを選択してください。週の始ま
りに当たる書⽇を、ドロップデキンリストから選択できます。

表 6-5: シローバルジョポの設定 

図 6-15: シローバルジョポ設定
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⽇コード それぞれの⽇ (01-31) に、⼀意的な英数字から成るコードを割り
当てることができます。デフグルト値から変更する場合は、該
当するテゴストャックスを選択してください。

⽉コード それぞれの⽉ (1 ⽉ -12 ⽉ ) に、⼀意的な英数字から成るコード
を割り当てることができます。デフグルト値から変更する場合
は、該当するテゴストャックスを選択してください。

⼀年通算の週番号コード それぞれの⼀年通算の週番号 (01-54) に、⼀意的な英数字から成
るコードを割り当てることができます。デフグルト値から変更
する場合は、該当するテゴストャックスを選択してください。

⼗年間通算の年 
番号コード

それぞれの⼗年間通算の年番号 (0-9) に、⼀意的な英数字から成
るコードを割り当てることができます。デフグルト値から変更
する場合は、該当するテゴストャックスを選択してください。

四半期最終⽇ 各四半期の最終⽇を設定します。修正する場合、⽇付テゴスト
を選択し、カンンデーから新しい⽇付を選択してください。

バー幅の調整 バーとスメースの幅は独⽴して調整可能です。

ャテン 説明

表 6-5: シローバルジョポの設定 ( 続き )
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6.2.7 通信
[ 通信 ] 画⾯では、プリンテの接続に関する設定ができます。

1. ニール画⾯の  ャテンをテットします。[ 通信 ] 画⾯が開きます ( 図 6-16)。

 

[ 通信 ] 画⾯には 表 6-7 に⽰す機能があります。
設定項⽬ 説明
⾔語 ローザーは必要な通信プロトコルを選択で

きます。

表 6-6: 通信 

図 6-16: [ 通信 ] 画⾯
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印字 ACK [ 印字 ACK] を有効にすると、出⼒に関す
る必要なヘラメーテを設定できるようにな
ります。

送信フオールド 送信フオールドに必要な [ トリコ ] を、ド
ロップデキンリストから選択します。有効
にすると、出⼒に関する必要なヘラメーテ
を設定できるようになります。

CijLan1 Ethernet 接続を設定できます。
接続 :
• IP アドンス - 現在の IP アドンスを表

⽰します。
• ポート番号とプロトコルを追加 - ポー

ト番号とプロトコルを設定できます。
ポートとプロトコルは作成されると表
⽰されます。

設定 :
• DHCP - 有効の場合 IP アドンスを⾃動

的に割り当てることができ、無効の場
合 IP アドンスを⼿動で設定できます。

• IP アドンス - コントローラーの IP ア
ドンスを⼊⼒します。デフグルトの IP 
アドンスは 127.0.0.1 です。

• ゼポネット - ゼポネットマスクを⼊⼒
します。デフグルトのゼポネットは 
255.255.255.0 です。

• スートキェイ - スートキェイアドンス
を⼊⼒します。

• DNS ゼーバ - DNS ゼーバアドンスを⼊
⼒します。

• MAC アドンス - コントローラーの 
MAC アドンスを表⽰します。

設定項⽬ 説明

表 6-6: 通信 ( 続き )
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COM1 COM ポートが利⽤可能な場合、出⼒に必
要なヘラメーテを設定できます。
注 : USB-RS232 アデプテを取り付けると、
COM1 が利⽤可能になります。

設定項⽬ 説明

表 6-6: 通信 ( 続き )
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6.2.8 バリンジ設定
[ プリンテ設定 ] 画⾯では、プリンテのヘラメーテを表⽰、変更できます。

1. ニール画⾯の  ャテンをテットします。[ プリンテ設定 ] 画⾯が開 

きます ( 図 6-17 参照 )。

2. 必要な項⽬を選択し、プリンテの設定を変更してください。
 

[ プリンテ設定 ] 画⾯には 表 6-7 に⽰す機能があります。
ャテン 説明
ローカリッーション 以下の各項⽬にテットし、設定してくだ 

さい。
• ⾔語 - 必要な⾔語をドロップデキンリ

ストから選択します。
• 国 - 必要な国をドロップデキンリスト

から選択します。
• ゴーヘッド設定 - 必要なゴーヘッドを

選択するとともに、このャテンにテッ
トした後に現れる選択肢の中から、デ
フグルトのゴーヘッドを選択します。 
[ ローカリッーション ] ャテンを選択す
るとメニレーに戻ります。

• 単位系 - メートル法かルード・ポンド
法 ( 帝国単位 ) かを選択します。

• 現在⽇ - 現在⽇の表⽰です。テゴスト
ャックスを選択すると変更できます。

• 現在時 - 現在時刻の表⽰です。テゴス
トャックスを選択すると変更でき 
ます。

表 6-7: プリンテ設定 

図 6-17: プリンテ設定
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• 暦法 - 必要な暦法 ( シンセリオ暦、ベ
ジレラ暦 ) を選択します。

• 代替ッロ - 代替のッロ記号を、ドロッ
プデキンリスト ( ッロ、ドットつきッ
ロ、スラッシレつきッロ、デッシレつ
きッロ ) から選択します。いくつか⽤
意されているッロ⽂字の中から、いず
れかひとつを設定できます。

プリンテ制御 プリンテの各種ヘラメーテを設定します。
• Jet 開始 / 停⽌ラード - 開始 / 停⽌ラー

ドをドロップデキンリストから選択し
てください。
⾃動 - 使⽤状況に応たて、プリンテが
適切な起動 / 停⽌ラードを選択し 
ます。
クリーン - 「クリーン」起動 / 停⽌処
理。インクジェット停⽌前に、複写部
品るフズルからインクを除動します。
この処理は印字ヘッドにインクが残留
するのを防さます。
注 : 処理後は [ ⾃動 ] ラードに戻り 
ます。

簡易 - 簡易な起動 / 停⽌処理。 
30 分以内の停⽌後、再び起動する場
合、起動処理を簡単に済ませます。 
この⽅法は洗浄シージンスを使⽤せず
に開始し、インクをフズルへ充填した
まま停⽌となります。
注 : 処理後は [ ⾃動 ] ラードに戻り 
ます。

• 印字 ACK ラード - [ オフ ]、[ オン - ア
クテオポブイ ]、[ オン - アクテオポロ
ー ] から選択します。

• 完全印字幅 (ms) - ms 単位で⼊⼒し 
ます。

• 警告を抑制 - 印字中に警告が出ても無
視する場合、これをオンにしてくだ 
さい。
注 : 無視できるのは 「印字エラー」お
よび 「印字トリコ」の警告だけです。
システム警告はすべて表⽰されるの
で、必要な措置を取なてください。

ャテン 説明

表 6-7: プリンテ設定 ( 続き )
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• Jet 起動時に⾃動印字 - Jet 起動後、⾃
動的に印字を開始します。

• ジョポロード時に⾃動印字 - ジョポを
ロードしたとき、⾃動的に印字を開始
します。

• No-Code-No-Run - [ オフ ]、[ 累積 ]、
[ 連続 ] から選択します。

• No-Code-No-Run 許容範囲 - [+]/[-] ャ
テンで許容範囲を増減します。
連続 - 連続して許容範囲を超えた場合
にのみ故障を表⽰します。
累積 - 累積値が許容範囲を超えた場合
に故障を表⽰します。

• メークアップカートリッジのテイムア
キト ( 時間 ) - 0 時間より⼤きい時間を
設定すると、メークアップカートリッ
ジが空になり、指定した時間が経過し
た後、ジェットが停⽌します。

• インクカートリッジのテイムアキト 
( 時間 ) - 0 時間より⼤きい時間を設定
すると、インクカートリッジが空にな
り、指定した時間が経過した後、ジェ
ットが停⽌します。

ャテン 説明

表 6-7: プリンテ設定 ( 続き )
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印字ヘッド制御 プリンテの据え付け時に設定します。通常
運転時に調整するものではありません。設
定可能なヘラメーテを以下に⽰します。 

• コテー故障を検出 - コテーの故障を検
出したとき、故障として処理します。

• コテーポンプ速度 (rpm) - コテーポン
プの速度を表⽰します。

• ⾃動調節
• ⼿動調節電圧 (V) - ⼿動調節の電圧値を

表⽰します。
• ⼿動調節周波数 (Hz) - ⼿動調節の周波

数値を表⽰します。
• 最新の既知の良好な調節。(V) - 「良好

な設定値」と判断した最新の電圧値を
表⽰します。

• 追跡 - 追跡の有効 / 無効を切り替えら
れるのは、[ ⾃動調節 ] が有効な場合に
限ります。

• 印字⾼さの調整 (V) - 実現できる最⼤の
印字⾼さを変更します。

• トリージスジール - トリージスジール
を表⽰します。

• Phase Charge (V) - 印字品質が最適に
なる電圧を設定します。

• PH カバー検出有効 - 印字ヘッドカバー
が検出されないと、障害になります。

• トリージオフセット - トリージオフセ
ット値を表⽰します。

• フェーズ⾃動選択 - フェーズ⾃動選択
を有効または無効にできます。

• 印字フェーズ - フェーズ⾃動選択が無
効な場合に印字フェーズを⼿動選択で
きます。

• 印字ヘッド⾼さ (cm) - 印字ヘッドとゴ
リビネットからのアンビリカル出⼒点
の⾼さの差を⼊⼒できます。印字ヘッ
ドが出⼒点の⾼さより低い場合、数値
はマイナスになります。

ャテン 説明

表 6-7: プリンテ設定 ( 続き )
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システム情報 [ 製品名 ]、[ 製品バージョン ]、[ 共通ライ
ポラリ ]、[QT ビルド ] などのシステム情
報を表⽰します。
注 : [ アプリジーション ] に表⽰するのは
現⾏ツフトキェアの版番号です。

ジョポの選択 [ 外部ジョポ選択 ] を有効にすると、必要
な追加デーテが使えるようになります。
• 階層ラード
• ZBC が必要
• 外部
• 製品コードリラート
• ローカル

ャテン 説明

表 6-7: プリンテ設定 ( 続き )
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6.2.9 ミークーでアエセス権
[ ローザーのアクセス権 ] 画⾯では、セゴレリテオラードを表⽰、変更し、 
ロールるローザーを設定することができます。

1. ニール画⾯の  ャテンをテットします。[ ローザーのアクセス権 ] 画⾯が開きます 

( 図 6-18 参照 )。

2. 必要な項⽬を選択して、ロールるローザーのセゴレリテオ設定を変更した後、

ャテンにテットすると、ここまでに変更した内容が保存されます。

図 6-18: ローザーのアクセス権
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[ ローザーのアクセス権 ] 画⾯には 表 6-8 に⽰す機能があります。
ャテン 説明
セゴレリテオラード 以下の各項⽬にテットし、設定してくだ

さい。
• アクセスラード - [ ロール ] または [ ロ

ーザー ] を選択します。
ロール - デフグルト設定に加え、個々
のロールせとの設定も可能です。ロー
ルせとに、ローザーがアクセスできる
ニールるメニレーを指定します。
ローザー - ロールせとに、ヘスワード
を設定した⼀意的なローザーを登録で
きます。必要に応た、個々のローザー
をアクテオポ化 / ⾮アクテオポ化する
ことも可能です。

• ⾃動ロシアキト - デフグルト値はオ
ン。何も操作することなく 15 分経過
すればロシアキトします。オフにすれ
ばこの機能が解除されます。

• ロシアキト時間 ( 分 ) - ⾃動ロシアキト
するまでの時間を指定します。
注 : [ ロシアキト時間 ] は、[ ⾃動ロシ
アキト ] がオンの場合にのみ⼊⼒でき
ます。

[ 保存 ] ャテンにテットして、変更事項を
保存してください。

ロールの設定 [ ローザーのアクセス権 ] 画⾯で設定した
ロールが表⽰されます。Admin、Logged 
Out、Maintenance、Operator の各ロー
ルは初めから登録されています。
以下の各項⽬にテットし、設定してくだ
さい。
• [+] ャテンにテットすると、新規ロー

ルを作成し、必要なニールへのアクセ
ス権を付与できます。

• [ 編集 ] ャテンで、選択したロールの 
アクセス権を変更します。

• [ 削除 ] ャテンでロールを削除できま
す。ただし Admin および Logged 
Out は削除できません。

• [ 保存 ] ャテンにテットして、変更事
項を保存してください。

表 6-8: ローザーのアクセス権 
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ローザーを設定 [ ローザーのアクセス権 ] 画⾯で設定した
ローザーが表⽰されます。
以下の各項⽬にテットし、設定してくだ
さい。
• [+] ャテンにテットすると、新規ロー

ザーを作成し、ロールを割り当てるこ
とができます。

• ローザーを選択して [ 設定 ] ャテンに
テットすると、あるロールの定義を適
⽤した、新規ローザーを作成できま
す。このローザーに改めて設定を施す
ことも可能です。

• [ 編集 ] ャテンにテットすると、ロー
ザーに割り当てたロールを変更でき 
ます。

• [ 削除 ] ャテンでローザーを削除でき
ます。

• [ 保存 ] ャテンにテットして、変更事
項を保存してください。

ャテン 説明

表 6-8: ローザーのアクセス権 ( 続き )
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6.2.10表⽰で設定
[ 表⽰の設定 ] 画⾯では、[ モーム ] 画⾯のどの位置に、どのヘフグーマンス 
情報を表⽰するかを設定できます。

1. ニール画⾯の  ャテンをテットします。[ 表⽰の設定 ] 画⾯が開きます ( 図 6-19  

参照 )。

 

2. 位置せとのャテンにテットし、表⽰する情報を変更してください ( 図 6-20 参照 )。

図 6-19: モーム画⾯を設定

図 6-20: 位置の変更オプション
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[ 表⽰の設定 ] 画⾯の各位置には、次のような情報を表⽰できます。

3. [ ナビスーションゼイドバー ] オプションにテットして、コントロールバーアイコンのテゴ
スト設定を設定します ( 図 6-21 を参照 )。 

[ ナビスーションゼイドバー ] 画⾯には 表 6-10 に⽰す機能があります。 

注 : ローザー確認⽤にアイコンプンビレーを利⽤できます。

4. ャテンを テットすると、ここまでに変更した内容が保存されます。

オプション
表⽰されません ロット製品カキント
合計印字回数 個数 / 分
合計製品数 印字カキンテ
ロット印字カキント 製品カキンテ

表 6-9: オプション - 表⽰画⾯の設定

ャテン 説明
テゴストの表⽰ [ON] または [OFF] ャテンをテットして、アイコンに表⽰される

テゴストの有効 / 無効を切り替えます。
切り捨て 必要なテゴスト切り捨てラードをドロップデキンリストから選

択します。
利⽤できるオプションは、[ なし ]、[...] および [~] です。

フグントゼイズ [+] / [-] ャテンをテットして、フグントゼイズ (8、9、10 または 
11) を設定します。

表 6-10: 移動ゼイドバー

図 6-21: 移動ゼイドバー
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6.2.11ザフトウェアでスウンロード
[ ツフトキェアのデキンロード ] 画⾯では、システムツフトキェアる 
ワークフローラジレールを管理できます。

1. ニール画⾯の  ャテンをテットします。[ ツフトキェアのデキンロード ] 画⾯が開き 

ます ( 図 6-22)。

 

[ ツフトキェアのデキンロード ] 画⾯には 表 6-11 に⽰す機能があります。
ャテン 説明
ワークフローラジレールをインストール ワークフローラジレールが必要であれば、

ドライポを選択してインストールでき 
ます。

表 6-11: ツフトキェアのデキンロード 

図 6-22: [ ツフトキェアデキンロード ] 画⾯
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ワークフローラジレールをアンインストール 不要にななたワークフローラジレールを選
択、削除できます。

システムツフトキェアの更新 アップシンード⽤フエイルを置いたドライ
ポ、次いでツフトキェアヘッジージを選択
した上で、[ アップシンード ] にテットし
てください。

システムツフトキェアをデキンシンード デキンシンード⽤フエイルを置いたドライ
ポ、次いでツフトキェアヘッジージを選択
した上で、[ デキンシンード ] にテットし
てください。

ャテン 説明

表 6-11: ツフトキェアのデキンロード ( 続き )
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ビデオジェットワークフローポーテルへの接続 プリンテを直接 [ ワークフローポーテル ] 
に接続し、システムツフトキェアヘッジー
ジおよびワークフローをデキンロードでき
ます。詳しくは、ビデオジェットのカステ
マーゼービス、または最寄りの販売店にお
問合わせください。

プリンテ情報 プリンテに関係するツフトキェア情報を表
⽰します。
ツフトキェアバージョンは、USB フエイ
ルに、またはネットワークを介してエクス
ポートできます。フエイルはプリンテせと
に存在するからです。

ャテン 説明

表 6-11: ツフトキェアのデキンロード ( 続き )
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6.2.12メンテッンス
[ メンテナンス ] ニールでは、メンテナンス⼿順を調べ、主なメンテナン 
スデーテにアクセスできます。

1. ニール画⾯の  ャテンをテットします。[ メンテナンス ] 画⾯が開きます ( 図 6-23  

参照 )。

2. 必要な項⽬を選択し、プリンテのメンテナンスを実⾏します。
詳細については、第 7 項、「メンテナンス」 ( メージ ) 7-1 を参照してください。

図 6-23: メンテナンス
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6.2.13診断
[ 診断 ] 画⾯には、プリンテ設定に関する主なヘラメーテの現在値が表⽰され 
ます。通常の操作に加え、障害に対処する際にも役⽴とます。

1. ニール画⾯の  ャテンをテットします。[ 診断 ] 画⾯が開きます ( 図 6-24 参照 )。

 

[ 診断 ] 画⾯には 表 6-12 に⽰す機能があります。
 

ャテン 説明
印字ヘッド 次の各ヘラメーテの値を表⽰します。

インクシステム インクシステムに関する、次の各ヘラメーテの値を表⽰し
ます。

温度 印字ヘッド、インクなど各種ヘラメーテについて、温度と
湿度を表⽰します。

バルポ すべてのバルポの状態 ( 開閉 ) が表⽰されます。
電⼦部品関連 次の各ヘラメーテの値を表⽰します。

I/O ⼊⼒ / 出⼒に接続された機器について、状態を表⽰します。

表 6-12: 診断事項 

図 6-24: 診断

• フズル
• 位相 / 速度

• EHT
• コテー

• インクポンプ
• インク

• メークアップ
• コテーポンプ

• MCB 電圧
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診断デーテ 次の各ヘラメーテの値を表⽰します。
• 印字ヘッドとフズル - フズルの診断結果、コテーの状

態、印字ヘッドの診断結果を表⽰します。
• インクシステム - ブードキェアの状態、ビーコンの状

態、その他の事項を表⽰します。
セルフテスト [ テスト実⾏ ] ャテンにテットしてセルフテストを実施でき

ます。プリンテの操作に必要なすべてのヘラメーテを検査
し、結果ンポートを作成します。
[ エクスポート ] ャテンにテットしてテストロシをエクスポ
ートし、さらに検証、分析することも可能です。

シージンス シージンスとは、プリンテの設定るメンテナンスをおこな
う、割り当てられたプロシラムのことです。いずれかを選
択し、画⾯に現れる指⽰に従なてください。
• 注⼊ミゴゼテンク - 注⼊混合オメンーションにより、 

インクフローの粘度を⾼くし、印字品質を改善します。
• アンビリカルヘージ - アンビリカルヘージを実施して、

フズルに塵が詰まるのを防さます ( ⻑期間プリンテを使
わなかなた場合 )。

• システムフラッシレヘージ -  マシンを起動し、フラッシ
レポンプを作動させます。この機能は新規⽴と上す、ま
たは故障などによりフラッシレシステムに空気が⼊なた
際、フラッシレシステム内の空気を除動します。

• 空のミゴゼーテンク ‒ ミゴゼーテンクの中⾝のインクが
空になり、廃棄物⽤容器の中に⼊ります。

デーテロサンシ [ON]/[OFF] ャテンで、デーテのロシ出⼒の有効 / 無効を切
り替えます。有効にする場合、ロシ出⼒の時間間隔も設定
してください。

スクラットヘッド 故障の検出およびテストのため、独⾃の診断シージンスを
ロードできます。
詳しくはゼービスマニレアルを参照してください。

ャテン 説明

表 6-12: 診断事項 ( 続き )
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6.2.14設置
[ インストール ] 画⾯では、3 段階に分けてプリンテのインストール作業を 
実施できます。

1. ニール画⾯の  ャテンをテットします。[ インストール ] 画⾯が開きます ( 図 6-25  

参照 )。

詳しくはゼービスマニレアルを参照してください。

図 6-25: [ インストール ] 画⾯
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6.2.15VideojetConnect リモートサービス
VideojetConnect リラートゼービスを使⽤すれば、クラキド上のプリン 
テデーテにアクセスして、プリンテのリラート診断およびメンテナンスが 
可能になります。

1. ニール画⾯の ャテンをテットします。[VideojetConnect リラートゼービス ] 画

⾯が開きます ( 図 6-26 参照 )。

[VideojetConnect リラートゼービス ] 画⾯には、表 6-13 に⽰す機能があります。
ャテン 説明
リラートアクセス [ 有効 ] ャテンで、プリンテへのリラート

アクセスを許可します。

表 6-13: VideojetConnect リラートゼービス 

図 6-26: VideojetConnect リラートゼービス画⾯
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リラートゼービス リラートゼービスに関しては次のオプショ
ンが利⽤可能です。
• [ 有効 ] ャテンで、プリンテへのリラー

トゼービスを有効化します。
• [ リラートエッジゼーバー ] ャテンにテ

ットして、IP アドンスのエッジゼーバ
ーを⼊⼒します。

• [ プリンテ名 ] ャテンにテットして、プ
リンテ名を⼊⼒します。

バージョン情報 VideojetConnect リラートゼービスラジ
レールに関連するツフトキェアバージョン
情報および説明を表⽰します。

ャテン 説明

表 6-13: VideojetConnect リラートゼービス ( 続き )
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6.3 ライン設定
[ ライン設定 ] 画⾯では、ライン設定の作成、編集、保存、アクテオポ化、 
削除ができます。

6.3.1 ライン設定で作成

1. ニール画⾯の  ャテンをテットします。

2. ャテンを  テットすると、ライン設定を作成できます ( 図 6-27 参照 )。 

[ ライン設定名 ] 画⾯とローテオリテオゴーヘッドが開きます。

 

3. ライン設定の名前を⼊⼒し、 ャテンにテットすると名前が保存されます。

図 6-27: [ ライン設定 ] 画⾯
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4. ライン設定は、⼿順に沿なて個々の設定をおこない、必要なオプションを選択する、とい
う⽅法で進めます ( 図 6-28 参照 )。

 

6.3.2 製品で⽅向
[ 製品の⽅向 ] では印字の向きを設定します。

1. [ ライン設定 ] 画⾯の [ 製品の⽅向 ] にテットしてください ( 図 6-28 参照 )。

2. 印字の向きを選択して  ャテンにテットし、確認後、次の設定項⽬に進み 
ます。

図 6-28: ライン設定
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6.3.3 印字ヘッドで⽅向
[ 印字ヘッドの⽅向 ] では印字⽅向を変更します。

1. 印字ヘッドの⽅向を選択してください ( 図 6-29 参照 )。

正⽅向つ印字するつと
2. [ 正⽅向 ] ャテンにテットして、正⽅向の印字を有効にします。

逆⽅向つ印字するつと
3. [ 逆⽅向 ] ャテンにテットして、逆⽅向の印字を有効にします。

4. ャテンを  テットして⽅向を設定します。

図 6-29: ライン設定 - 印字ヘッドの⽅向
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6.3.4 印字モード
[ 印字ラード ] では各種の印字ラードを設定します。次の印字ラードがあります。

• 単発印字 / トリコ
• ⼀括印字 / トリコ
• 連続

1. [ ライン設定 ] 画⾯の [ 印字ラード ] にテットします ( 図 6-30 参照 )。

 

DIN 印字
⾃動的に印字⽅向を反転します。ジーポルに印字するための⽅法です。

1. DIN 印字ラードを有効にする場合、印字ラードも選択してください。

単発印字 / トリガ
[ 単発印字 / トリコ ] は、1 回のジョポにつき 1 度だけ印字します。

1. [ 単発印字 / トリコ ] を選択し、  ャテンにテットしてラードを設定します。

以括印字 / トリガ
[ ⼀括印字 / トリコ ] は、1 回のトリコで複数回印字します。

1. [ ⼀括印字 / トリコ ] を選択し ( 図 6-30 参照 )、  ャテンをテットします。

図 6-30: ライン設定 - 印字ラード
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2. 設定画⾯でヘラメーテを変更し、  ャテンにテットするとラードを設定でき
ます ( 図 6-31 参照 )。

連続
[ 連続 ] 印字ラードは、1 回のジョポで、繰り返し印字します。

1. [ 連続 ] を選択し (6-30 メージの図 6-44 参照 )、  ャテンをテットします。

設定項⽬ 説明
印字間隔 繰り返しておこなう印字の時間間隔を設定します。

間隔の決め⽅をリストから選択し、[OK] ャテンにテットしてくださ
い。選択肢として、[ 時間 ]、[ 距離 ] があります。

間隔値 印字の時間間隔の値を指定します。
[+]/[-] ャテンで、ミリ秒単位の値を増減してください。

回数 1 回のジョポで印字する回数を指定します。
[+]/[-] ャテンで増減してください。

トリコがかかなた製
品デオテクテ

[YES] または [NO] のャテンで、有効 / 無効を切り替えます。

スート制御された製
品デオテクテ

[YES] または [NO] のャテンで、有効 / 無効を切り替えます。

表 6-14: ⼀括印字ラードのヘラメーテ 

図 6-31: 印字ラード ‒ 複数
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2. 設定画⾯でヘラメーテを変更し、ャテンを  テットするとラードを設定で
きます ( 図 6-32 参照 )。

 

ヘラメーテについて詳しくは、表 6-14 ( メージ ) 6-45 を参照してください。

6.3.5 印字トリガ
[ 印字トリコ ] では、印字⽅向を切り替えるトリコエッジを選択します。

1. [ ライン設定 ] 画⾯の [ 印字トリコ ] にテットしてください ( 図 6-33 参照 )。

2. 必要に応たてヘラメーテを選択し、  ャテンにテットして値を保存します。
 

図 6-32: 印字ラード ‒ 連続

図 6-33: ライン設定 - 印字トリコ
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[ 印字トリコ ] 画⾯で設定できるヘラメーテを 表 6-15 に⽰します。

6.3.6 ライン速度
[ ライン速度 ] では、印字ヘッドに対する製品の動きを設定します。プリンテには 3 通りのライ
ン速度が定義されています。

•  ⼿動設定 - ライン速度を m/min または ft/min で定義します。
•  シリフトエンコーデで計測 - ライン速度をシリフトエンコーデで計測します。製品

速度の変化を検出し、プリンテが印字幅を調整する⽅式です。
•  製品ゼイズ / 時間によなて計測 - ライン速度を、製品ゼイズとプリンテへの移動に

要する時間によなて計測します。
注 : 印字ラードが [ 連続 ] の場合、[ 製品ゼイズ / 時間によなて計測 ] は選択できません。

設定項⽬ 説明
PD 信号反転 製品デオテクテが受信するトリコエッジ ( ロー→ブイ、ブイ→

ロー ) を設定します。
最⼩ PD 幅 (μs) 検出領域の⻑さ ( デオテクテが⾛査する⻑さ ) を設定します。
PD から PH の距離 (mm) 製品デオテクテと印字ヘッドの距離を mm 単位で設定します。

製品の前縁と後縁を製品デオテクテが検出した後、印字が始ま
ります。

メデオア幅フオルテ [ メデオア幅フオルテ (mm)] の有効 / 無効を切り替えます。
メデオア幅フオルテ 
(mm)

プリンテの製品⻑ (mm 単位 ) を設定します。製品がフグトセル
を通過する間、製品検出トリコを無視するようになります。

印字ヘッドのジェット 
距離 (mm)

印字ヘッドと製品の距離 (mm 単位 ) を設定します。
注 : 推奨ジェット距離は 12 mm です。

表 6-15: 印字トリコ - 設定項⽬ 
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1. [ ライン設定 ] 画⾯の [ ライン速度 ] にテットし、必要なライン速度を選択します ( 図 6-34 

参照 )。  ャテンにテットするとライン速度が設定されます。

 

⼿動設定の場合 :
1. [ ⼿動設定 ] を選択し ( 図 6-34 参照 )、  ャテンにテットして、必要な設定を

⼊⼒します。
2. [+]/[-] ャテンにテットするか値を直接⼊⼒して、ライン速度 (m/min 単位 ) を設定してくだ

さい。

図 6-34: ライン設定 ‒ ライン速度

図 6-35: ライン速度 - ⼿動設定
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3. 設定画⾯の  ャテンにテットして値を確認し、保存した後、設定画⾯から
抜けます。

注 : 選択した  ャテンにテットしただけでは、ヘラメーテ値が設定されませ

ん。次の画⾯に進むだけです。ヘラメーテの保存について。  ャテンに

テットするまで、ヘラメーテは保存されません。

シリフトエンコーデで計測する場合 :
1. [ シリフトエンコーデで計測 ] を選択し ( 図 6-34 参照 )、  ャテンにテットし

て、必要な設定を⼊⼒します。
2. 設定画⾯で、必要なヘラメーテ値を変更します ( 図 6-36 参照 )。

 

表 6-16 に、[ シリフトエンコーデで計測 ] 画⾯で設定可能な項⽬を⽰します。

設定項⽬ 説明
エンコーデー (PPR) 固定のライン速度 ( ヘルス / 回転 ) のエンコーデオプションを設

定します。
値を⼊⼒した後、[ 承認 ] ャテンにテットしてください。

モイール外周 (mm) モイール外周 (mm または in 単位 ) を設定します。
値を⼊⼒した後、[ 承認 ] ャテンにテットしてください。

表 6-16: シリフトエンコーデで計測 - ヘラメーテ 

図 6-36: ライン速度 - シリフトエンコーデで計測
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3. 設定画⾯の  ャテンにテットして値を確認し、保存した後、設定画⾯から
抜けます。

注 : 選択した  ャテンにテットしただけでは、ヘラメーテ値が設定されませ

ん。次の画⾯に進むだけです。ヘラメーテの保存について。  ャテンに

テットするまで、ヘラメーテは保存されません。

製品ゼイズ / 時間によなて計測する場合 :
1. [ 製品ゼイズ / 時間によなて計測 ] にテットし ( 図 6-34 参照 )、  ャテンにテ

ットして、必要な設定を⼊⼒します。

エンコーデテイプ エンコーデのテイプをリストから選択します。
• ⾮⽅形 - ⽚⽅向の印字。製品⽅向の監視はなし。⽚⽅向、両

⽅向の、どとらのトリネルエンコーデでも構いません。
注 : ⽅向およびロールバック補償オプションは⾮⽅形エンコーデ
テイプでは利⽤不可能です。

• ⽅形 - 印字⽅向を選択し、製品の⽅向を監視。両⽅向トリネ
ルエンコーデが必要です。

⽅向 ⽅形の⽅向を選択します。
• 不使⽤
• A が B を先導
• B が A を先導

ロールバック補償 製品に、確実に 1 度だけ印字するよう制御します。可動あるいは
安定したライン ( 交えばコンムルムルト ) に製品を置いた場合で
も、プリンテは印字すると同時に、エンコーデカキンテストロー
ク数をカキントします。ラインが停⽌した後に反対⽅向に動く場
合、カキンテストローク数が最後の既知の適正値へと戻るまで、
印字が保留されます。
[ON] ャテンにテットするとロールバック補償が有効になります。

設定項⽬ 説明

表 6-16: シリフトエンコーデで計測 - ヘラメーテ ( 続き )
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2. 設定画⾯で、必要なヘラメーテ値を変更します ( 図 6-37 参照 )。

表 6-17 に、設定可能な項⽬を⽰します。

3. 設定画⾯の  ャテンにテットして値を確認し、保存した後、設定画⾯から

抜けます。

注 : 選択した  ャテンにテットしただけでは、ヘラメーテ値が設定されませ

ん。次の画⾯に進むだけです。ヘラメーテの保存について。  ャテンに

テットするまで、ヘラメーテは保存されません。

6.3.7 ライン設定で有効合
プリンテ全体に対して、あるライン設定を有効にする⼿順を以下に⽰します。また、ライン設
定は各ジョポに対しても選択できます。セクション 5.2.1.2 設定メージ 5-6 を参照してくださ
い。ライン設定をプリンテのデフグルトとして有効化するには、以下を実⾏します。

1. 必要なライン設定をリストから選択します (6-27 メージの図 6-41 参照 )。

2. ャテンを  テットして、必要な設定をおこないます。

オプション 説明
製品の幅 (mm) 必要な幅を⼊⼒します。

値を⼊⼒した後、[ 承認 ] ャテンにテットしてください。
⾃動エンコーデ 
テイムアキト 
(μs)

⾃動エンコーデオプションは⾮常に正確なデオテクテを使⽤して、各製
品の前縁と後縁を検出してすべての製品の印字幅を調整します。⾃動エ
ンコーデのテイムアキトを指定した場合、所定の時間内に製品が検出さ
れなかなたとき、⾃動エンコーデが無効になります。
テイムアキト値として適当な。
値を⼊⼒した後、[ 承認 ] ャテンにテットしてください。

表 6-17: 製品ゼイズ / 時間によなて計測 - ヘラメーテ

図 6-37: ライン速度 - 製品ゼイズ / 時間によなて計測
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とけめつ
プリンテのメンテナンスには、オメンーテーまたはゼービス技術者が実施できる⼿順が含まれて
います。本項では、プリンテのオメンーテーによる実施が許可されているメンテナンス作業が説
明されています。訓練を受けたゼービス技術者る担当者が⾏わなければならない他のメンテナン
ス作業はゼービス説明書に掲載されています。
本項では、オメンーテーが実施できるメンテナンス作業に関する情報が提供されています。ま
た、以下のトホックが含まれています。

• メンテナンススジジレール
• メンテナンスニールの使⽤
• インク / メークアップカートリッジの交換
• 印字ヘッドの点検
• 印字ヘッドの清掃
• 印字ゴリビネットの清掃
• テットスクリーンの清掃
• フエンフオルテの交換
• ⻑期停⽌ ( 保管 ) または輸送のための準備
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7.1 メンテッンススオジマール
表 7-1 では、定期的に実施する必要のあるメンテナンス作業のリストが提供されています。
 

間隔 テスク

インクるメークアップカート
リッジが空の場合

インク / メークアップカートリッジの交換

適時 ‒ プリンテの設定に基づ
いてコテー / 印字ヘッドの 
クリーニンシを⾏うよう促さ
れます

印字ヘッドの清掃
印字ヘッドの以下の部品を清掃してください。

• 偏向プンート
• コテー

注 : メンテナンスを⾏う前に印字の質をトェックして
ください。

適時 印字ゴリビネットの清掃
適時 テットスクリーンの清掃
3,000 時間 ( 推奨 ) フエンフオルテの交換
3,000 時間または 12 か⽉ ゼービスラジレールの交換
10,000 時間 ( 推奨 ) インクポンプの交換

表 7-1: メンテナンストェックリスト
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7.2 メンテッンスツールで使⽤
[ メンテナンス ] ニールでは、メンテナンス⼿順を調べ、主なメンテナン 
スデーテにアクセスできます。

[Maintenance] ( メンテナンス ) 画⾯には、表 7-2 に⽰されている通り以下のオプションへのア
クセスが提供されています。

ャテン 説明

[Nozzle Clean] ( フズルのク
リーニンシ )

フズルのクリーニンシを実施するための⼿順と動画が提供
されます。
詳細は、7.5 メージ 9 を参照してください。

フズルバックフラッシレ フズルのバックフラッシレを実施するための⼿順と動画が
提供されます。
⼿順に従い、プロセスを開始する指⽰が表⽰されたら 
[Start] ( 開始 ) ャテンをテットします。完了すると [OK] の
メッセージが表⽰されます。

印字ラジレール プリントラジレールの以下のヘラメーテが表⽰されます。
• フズルゼイズ (µm)
• ⽬標速度 (m/s)

表 7-2: メンテナンスのオプション 

図 7-1: メンテナンス
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ゼービスラジレール ゼービスラジレールの以下のヘラメーテが表⽰されます。
• シリアル番号
• 取り付けられた⽇
• 稼動時間
• 推定交換⽇

[Change Service Module ] ( ゼービスラジレールの交換 ) 
ャテンをテットし、ゼービスラジレールを交換するための
準備をする際に⼿順を実施する⽅法について⼿順る動画を
確認してください。

フエンフオルテ フエンフオルテの以下のヘラメーテが表⽰されます。
• 稼動時間
• 推定交換⽇

[Change Fan Filter] ( フエンフオルテの交換 ) ャテンをテ
ットし、⼿順を実施する⽅法に関する⼿順と動画を確認
し、従なてください。
詳しい情報は、7.8 フエンフオルテの交換メージ 15 を 
参照してください。

ゼービスの記録項⽬ カステマーゼービスの記録項⽬が表⽰されます。 
更新するテゴストャックスを選択して情報を更新でき 
ます。

ゼービスの⼿順 利⽤できる各ゼービスの⼿順のリストが提供されます。
オプションのひとつを選択すると、選択した⼿順に関する
⼿順と動画が表⽰されます。

• フエンフオルテ
• ゼービスラジレール

システムを空にして洗浄 [Empty Ink] ( インクを空にする ) ャテンをテットして、⼿
順に従なてインクシステムからインクを空にします。追加
のコイデンスについての動画が提供されます。
[Clean System] ( システムをクリーニンシ ) ャテンをテッ
トして、⼿順に従なてインクシステムをフラッシレしま
す。追加のコイデンスについての動画が提供されます。イ
ンクを空にする⼿順が完了するまでこのステップは開始で
きません。

EHT ゴリリポンーション ⼿順に従い、[ 実⾏ ] をテットし、EHT ゴリリポンーショ
ンを実⾏します。
注 : 印字ヘッドカバーがない場合は EHT ゴリリポンーショ
ンを実⾏することはできません。

粘度ゴリリポンーション ⼿順に従い、[ 実⾏ ] をテットし、粘度ゴリリポンーション
を実⾏します。
注 : ジェットが実⾏中でない場合は粘度ゴリリポンーショ
ンを実⾏することはできません。

ャテン 説明

表 7-2: メンテナンスのオプション ( 続き )
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7.2.1 [Maintenance Instruction Video] ( メンテッンス⼿順つ関する動画 ) で使⽤
この動画では、メンテナンス作業を完了するための⼿順が段階的に提供されます。

動画では以下のオプションを利⽤できます。

ャテン 説明
動画を再⽣または停⽌

動画の進⾏状況と完了した時間。
注 : これはローザが編集できないコンテンニ 

です。

動画を繰り返し再⽣するか 1 回のみ再⽣します。

全画⾯表⽰にするか、プンビレー画⾯に合わせ 
ます。

表 7-3: メンテナンス⼿順に関する動画オプション 

図 7-2: [Maintenance Instruction Video] ( メンテナンス⼿順に関する動画 ) 画⾯
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7.3 インエ / メーエアッバイートリッジで交換
2 種類のカートリッジがあります。

• インクカートリッジ
• メークアップカートリッジ

ローザーはプリンテの新規⽴と上すの際、またはカートリッジが空の場合にカートリッジを取り
付ける必要があります。液体の種類 ( インクまたはメイクアップ ) はカートリッジのラムルに記
載されています。
注 : 以下の⼿順は UI の動画で利⽤できます。
必要な部品およびニール :

7.3.1 インエ / メーエアッバイートリッジで交換⽅法

部品 / ニール 数量
メイクアップカートリッジ 1
インクカートリッジ 1
保護眼鏡 -
⼿袋 -
リントのない布 -

表 7-4: 部品とニール

1. 垂直位置のフポを反時計まわりに回転
させて⽔平位置にし、ドアのロックを
解除します。インクコンヘートメント
のドアを開きます。

2. インクコンヘートメントのドアを図に
⽰されている位置に保とます。

1 2
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3. 古い ( 必要に応たてインクるメークア
ップ ) カートリッジを引き出し、カー
トリッジモルデーから取り外します。

4. カートリッジゴーを適切なモルデース
ロットに合わせ、インクカートリッジ
るメークアップをカートリッジモルデ
ーに挿⼊します。

注 : インクカートリッジはよく振なてからプリンテに挿⼊してください。
• カートリッジが完全にモルデーに嵌まなていることを確認してください。
• カートリッジンムルのインジジーテーに 100% と表⽰されていることを確認して

ください。
注 : カートリッジモルデーにロックされるまでカートリッジを押し込んでください ( ロ

ックするとカトッという⾳がします )。
注 : プリンテにカートリッジンムルが表⽰されるまで数分かかります。

5. インクコンヘートメントのドアを閉た
ます。横にななているフポを縦になる
ように時計回りに回し、インクコンヘ
ートメントのドアをロックします。

3 4

5
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7.4 印字ヘッドで点検
次のテスクに従なて印字ヘッドを点検、清掃します。
1. 印字ラードの場合、印字ラードを終了します。プリンテのステーテスが OFFLINE ( オフライ

ン ) に変わります。
2. 印字ヘッドのネジを緩めて、印字ヘッドのカバーを取り外します。
3. 印字ヘッドと印字ヘッドのカバー内部にインクが付着していないか点検します。清掃が必要

な場合は、印字ヘッドの清掃 メージ 7-9 を参照してください。
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7.5 印字ヘッドで清掃
次のテスクに従なて印字ヘッドを清掃します。

警 告
⾝体への傷害。
インクまたは溶剤がこぼれた場合、プリンテから漏洩により床 / スリップの危険および⽕災の
危険、またはいずれか⼀⽅の可能性があります ( 機器が可燃性材料および他の機器の上にある
場合、またはいずれか⼀⽅の場合は特に )。オプションのドリップトンイが利⽤可能です ( 商
品番号 234407)。取り付けるには、プリンテを使⽤する場所の表⾯にドリップトンイを置きま
す。プリンテはドリップトンイの中⼼に置きます。
帯電しないようドリップトンイが適切に接地されていることを確認してください。

警 告
蒸気の危険。
洗浄溶液の蒸気を⻑く吸⼊すると、眠気または酒酔いに似た症状 ( あるいはその両⽅ ) が起き
ることがあります。よく換気された広い場所でのみ使⽤してください。

警 告
⾝体への傷害。
洗浄液は体内に⼊ると有毒です。飲んではいけません。経⼝摂取した場合、医師の診察を受
けてください。

警 告
洗浄液の取り扱い⽅法。
洗浄溶液は眼る呼吸器系に炎症を起こすことがあります。この物質を扱う場合に⼈⾝障害を
避ける⽅法は次のとおりです：

• 常に保護⾐とセム⼿袋を着⽤してください。
• 常にゼイドシールド付き保護眼鏡、またはフェイスマスクを着⽤してください。ま

た、メンテナンスを⾏う場合は安全眼鏡の着⽤を推奨します。
• インクを取り扱う前に、保護ブンドクリームを塗なてください。
• 洗浄液が⽪膚に付着した場合、最低 15 分間流⽔で洗い流してください。

警 告
⽕災と健康の危険。
洗浄液は揮発性で可燃性です。地域の規制に従なて保存し取り扱う必要があります。
洗浄溶液の近くで喫煙したり炎を⽴てたりしてはいけません。
洗浄溶液で濡れたテオッシレる⾐服は、使⽤が終わり次第取り動なてください。汚染物は現
地の規制に従なて廃棄してください。
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注 : ジェットがオフにななていることを確認してください。
注 : [Tools] ( ニール ) > [Maintenance] ( メンテナンス ) > [Nozzle Clean] ( フズルのクリーニン

シ ) 画⾯を開き、プロセスの詳細に関する⼿順と動画を確認します。
準備 :
1. 印字ラードを終了します。プリンテのステーテスが OFFLINE ( オフライン ) に変わります。
2. インクジェットを停⽌し、プリンテが完全にシリットデキンされるのを待とます。
必要な部品およびニール :

注 意
機器の破損。
プリンテの部品に損害が出るのを防ぐためには、柔らかいポラシるリントの出ない布のみを
使いプリンテを清掃してください。⾼圧空気る綿くず、研磨剤は使⽤しないでください。

注 意
機器の破損。
印字ヘッドの清掃前に、洗浄溶液がインクと互換性があることを確認してください。注意書
きに従わない場合、プリンテが破損することがあります、

部品 / ニール 数量

洗浄ステーション 1
洗浄液 -
保護眼鏡 -
⼿袋 -
リントのない布 -

表 7-5: 部品とニール
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7.5.1 印字ヘッドで清掃⽅法

フズルのクリーニンシ

1. 印字ヘッドのネジを⽮印の⽅向に緩め
ます。

2. 印字ヘッドから印字ヘッドのカバーを
取り外します。

3. 適切に接地されたャキルを下に置き
印字ヘッドを洗浄ステーションに取
り付けます。
[Tools] ( ニール ) > [Maintenance]  
( メンテナンス ) > [Nozzle Clean]  
( フズルのクリーニンシ ) 画⾯を開き
ます。フズルのクリーニンシを開始
します。

4. フズルのクリーニンシが完了したら、
適切な洗浄液を使⽤して印字ヘッド
の以下の部品を清掃してください。
• コテー検出トレーポ
• トリージ電極
• 偏向プンート
• フズル
注 : 洗浄液はプリンテで使⽤している

インクの種類と互換性がなければ
なりません。

1

2

3

4
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5. 印字ヘッドを乾燥させ、トリージ電極
のスロットに洗浄液が付いていないこ
とを確認してください。
洗浄ステーションから印字ヘッドを取
り出します。

6. 印字ヘッドのカバーを印字ヘッドア
センポリに再度取り付けます。

7. 印字ヘッドのカバーのネジを⽮印の
⽅向に締めます。

8. 洗浄ステーションからャキルを慎重
に取り外し、現地の規制に従なて洗
浄液を廃棄します。

フズルバックフラッシレ
[Tools] ( ニール ) > [Maintenance] ( メンテナンス ) > [Nozzle Backflush] ( フズルの
バックフラッシレ ) 画⾯を開きます。
⼿順と動画でプロセスの詳細を確認してください。詳細については、ゼービスマニ
レアルを参照してください。

5 6

7
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7.6 印字キャビテットで清掃
次のテスクに従なて印字ゴリビネットを清掃します。

準備 :
• プリンテを停⽌します
• プリンテの電源をオフにします

必要な部品およびニール :

1. プリンテから出た塵は掃除機か柔らかいポラシで除動します。
注 : 埃を速るかに除動するため圧縮空気を使⽤します。気圧が 20 psi を超えないようにして

ください。
2. プリンテの外部表⾯は濡れたリントのない布で拭いてください。濡らした布で落とない汚れ

は、中性洗剤を使⽤して落としてください。

警 告
⾝体への傷害。
空中浮遊粒⼦と物質は健康に害を与えます。プリンテゴリビネットを清掃する際は⾼圧圧縮
空気を使⽤しないでください。

注 意
機器の破損。
次亜塩素酸塩漂⽩剤などの塩化物、または塩酸のいずれかを含む洗浄液を使⽤すると、顕著
なくぼみる変⾊が表⾯に⽣たる可能性があります。これらはステンンス鋼と接触する状態で
使⽤しないでください。ワイルーポラシるワイルー研磨たわしを使⽤する場合は、ステンン
ス製のものを使⽤してください。使⽤する研磨剤に汚染源 ( 特に鉄る塩化物 ) が含まれていな
いことを確認してください。

部品 / ニール 数量

保護眼鏡 -
⼿袋 -
リントのない布 -

表 7-6: 部品とニール
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7.7 ジッズスエリーンで清掃
次のテスクに従なてテットスクリーンを清掃します。

準備 :
• プリンテを停⽌します
• プリンテの電源をオフにします

必要な部品およびニール :

1. テットスクリーンは、乾燥した柔らかい布、または綿ヘッドなどで拭いてください。
2. テットスクリーンに染みる傷が付くのを避けるため、⽔分はただとに取り除いてください。

注 : 汚れを取り除くために必要であれば、少量のエテフールで布を湿らせても構いません。

注 意
機器の破損。
LCD スクリーンは、必ず柔らかい布る綿ヘッドで拭いてください。これらが湿なていると、
スクリーンの損傷る変⾊の原因となります。凝固物る⽔分は直とに取り除いてください。

部品 / ニール 数量

保護眼鏡 -
⼿袋 -
リントのない布 -

表 7-7: 部品とニール
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7.8 ファンフィルジで交換
次のテスクに従なてフエンフオルテを取り外し、新しいフオルテを取り付けます。
注 : [Tools] ( ニール ) > [Maintenance] ( メンテナンス ) > [Service Instructions] ( ゼービスの⼿

順 ) > [Change Fan Filter] ( フエンフオルテの交換 ) 画⾯を開き、UI の指⽰と動画を確認し
ます。

準備 :
• プリンテを停⽌します

必要な部品およびニール :

7.8.1 ファンフィルジで取り外ぐ⽅法

部品 / ニール 数量

フエンフオルテエンメント 1

表 7-8: 部品とニール

1. プリンテの背⾯のところに⾏きます。 2. 図に⽰す通りに 6 個のナットとワッシ
リを外します。

1 2
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フエンフオルテの取り外しが完了しました。

3. フエンフオルテカバーをプリンテの背
⾯から取り外します。

4. フエンフオルテをフオルテカバーから
取り外します。

3 4
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7.8.2 ファンフィルジで取り付お⽅法

フエンフオルテの取り付けが完了しました。

1. フエンフオルテをフオルテカバーに挿
⼊します。

2. フエンフオルテカバーをフオルテモ
ルデの上に挿⼊します。

3. 図に⽰すように 6 個のナットとワッシ
リを使⽤して、フエンフオルテカバー
を留めます。

1 2

3
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7.9 ⻑期停⽌ ( 保管 ) またと輸送でためで準備
注 : ⻑期停⽌の⼿順は、プリンテを今後 3 か⽉間を超える⻑期間使⽤する予定がない場合に実⾏

してください。
必要な部品およびニール

部品 / ニール 数量

フラッシレされるミゴゼーテンク
内の既存のメークアップに⼀致す
るメークアップカートリッジ

2

空のカートリッジ 4
バイヘスマニモールド 1
保護眼鏡 -
⼿袋 -
リントのない布 -

表 7-9: 部品とニール

警 告
⾝体への傷害。
インク、メークアップ、洗浄液は眼る呼吸器系に炎症を起こします。これらの物質を扱う場
合に⼈⾝傷害を避ける⽅法は次のとおりです。

• 常に保護⾐とセム⼿袋を着⽤してください。
• 常にゼイドシールド付き保護眼鏡、またはフェイスマスクを着⽤してください。ま

た、メンテナンスを⾏う場合は安全眼鏡の着⽤を推奨します。
• インクを取り扱う前に、保護ブンドクリームを塗なてください。
• ⽪膚がインクるメークアップる洗浄液で汚染された場合は、ただとに⽯鹸⽔で洗な

てください。⽪膚に付着したインクを洗い落とす際、キグッシレデキンる溶剤は使
⽤しないでください。洗浄溶液が⽪膚を汚染した場合、最低 15 分間流⽔で洗い流し
てください。

警 告
⾝体への傷害。
インク、メークアップ、洗浄液はすべて揮発性で⾼可燃性です。地域の規制に従なて保管し、
取り扱う必要があります。

• これらの物質の近くで喫煙したり炎を⽴てたりしてはいけません。
• 使⽤後は、ただとにこれらの物質が付着した紙る布を取り動なてください。これら

はすべて、現地の規制に従なて廃棄してください。
• 使⽤後もインク、メークアップ、洗浄液の容器が完全に空にならない場合は、再密

閉してください。インク、メークアップ、洗浄液を補充する際は満杯ャトルのみが
推奨されます。部分的に液体の⼊なたャトルは地域の規則に従なて廃棄してくだ 
さい。
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7.9.1 ⻑期停⽌ ( 保管 ) またと輸送で準備⽅法 (Videojet 1280)
⻑期のシリットデキン ( 保存 ) または輸送の準備のために以下のテスクを実⾏します :
1. [Tools] ( ニール ) > [Maintenance] ( メンテナンス ) > [Empty and Clean System] ( システ

ムを空にしてクリーニンシ ) 画⾯を開きます。
2. 指⽰ / 動画に従なて、に⽰されている通り [Next 図 7-3] ( 次へ ) をテットして次の⼿順に進

みます。

プリンテの保管または輸送の準備ができました。

警 告
⾝体への傷害。
メークアップまたは洗浄液を⻑時間吸い続けると、眠気または酒酔いに似た症状 ( あるいはそ
の両⽅ ) を引き起こす恐れがあります。よく換気された広い場所でのみ使⽤してください。

図 7-3: [Empty and Clean System] ( システムを空にしてクリーニンシ ) 画⾯
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第 8 項 トラブルシマーティング

とけめつ
本項には、ローザー向けのトラポルシレーテオンシ、障害診断情報が記載されています。本項に
は次の情報が記載されています :

• プリンテが作動しない
• 印字位置が正しくない
• 不適正な印字ゼイズ
• 印字が不完全
• 印字の質が良くない
• アラームメッセージ

ゼービスマニレアルには、ゼービス技術者および訓練を受けた担当者向けのトラポルシレーテオ
ンシに関する詳細な情報が掲載されています。

警 告
致死電圧。
装置が電源に接続されている場合は、装置内部に致死電圧が存在します。資格のあるゼービ
ス担当者のみがメンテナンス作業を⾏うことができます。あらゆる法的な電気安全規則と慣
交を順守してください。プリンテを稼動する必要がない限り、カバーを外してメンテナンス
る修理を始める前に電源からプリンテを切断してください。これに従わないと、死亡る傷害
の事故につながることがあります。

警 告
⾝体への傷害。
異常状態ではベーテーは 70 °C に達する可能性があります。ベーテーが取り付けられたプンー
トに触らないでください。この警告に従わなければ、傷害が発⽣する可能性があります。
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8.1 バリンジが作動ぐない
1. プリンテの電源がオンにななているか確認します。プリンテの電源をオンにするには、プリ

ンテの左側にあるプッシレャテンを押します。
2. ステーテスバー ( 表 8-1) で、システム異常が⽣たていないか、またローザーによる操作が必

要でないか確認してください。
注 : モーム画⾯上部のステーテスバーには、ビーコン出⼒の⾊が⽰されます。

2. トラポルシレーテオンシ表 ( 表 8-2) で症状、推定される原因、ローザーによる必要なアクシ
ョンを確認してください。

ステージスドー ビーコン ビーコン出⼒

⻘⾊ 緑 ジェットが実⾏中で、プリンテは適正に印字できます 
( 印字ラードではありません )。

緑⾊ 緑 プリンテは印字ラードにななており、適正に印字でき
ます。

⻩⾊ 茶⾊と緑 プリンテはシステム障害を避けるためにローザーの介
⼊を必要とします。交えば、インクるメークアップの
残量が少ないなどです。

⾚⾊ ⾚ 印字ができない故障。交えば、ジェットが作動してい
ない、偏向板がトリップしているといなた状態です。

表 8-1: ステーテスバー

症状 推定される原因 アエシムン

ステーテスバーが⾚
または⻩⾊

複数の原因 - エラーコードを
参照してください

デオスプンイに表⽰されている関連
する障害メッセージる警告を確認し
ます。「アラームメッセージ」、メー
ジ 8-8 を参照してください。

ステーテスバーが緑
⾊で、プリンテが作
動しない

製品センゼーおよびシリフ
トエンコーデが適切に接続
されていません

製品センゼーるシリフトエンコーデ
が接続され、正しく稼動しているこ
とを確認してください ( 製品がセン
ゼーを通過しているときは、製品セ
ンゼーの後ろにあるランプが点滅し
ます )。

- 問題が解決しない場合は、Videojet 
Technologies Inc.(1-800-843-3610) 
に異常を報告してください ( ⽶国の
み )。⽶国以外のお客様は Videojet 
の⽀店か各地の Videojet 取り扱い店
に連絡してください。

表 8-2: トラポルシレーテオンシ 
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デオスプンイまたは
ビーコン ( 取り付け
られている場合 ) が
点灯しない

電源を利⽤できません。 電源をトェックして、電源が利⽤可
能であるか確認します。

電源の⼊⼒コネクテが接続
されていない、または不適
切に接続されています。

電源をトェックして、⼊⼒コネクテ
が正しく接続されていることを確認
します。

電源のャテンがオフの位置
にあります。

電源をトェックして、電源ャテンが
オンの位置にあること ( 押し込まれ
て⾒える状態 ) を確認します。

- 問題が解決しない場合は、Videojet 
Technologies Inc.(1-800-843-3610) 
に異常を報告してください ( ⽶国の
み )。⽶国以外のお客様は Videojet 
の⽀店か各地の Videojet 取り扱い店
に連絡してください。

症状 推定される原因 アエシムン

表 8-2: トラポルシレーテオンシ ( 続き )
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8.2 印字位置が正ぐえない
1. 印字マージン ( 端からの距離 ) が正しいことを確認します。第 5.2.1.3 「ヘラメーテ」項の メ

ージ 5-7 を参照してください。
2. PD と PH の距離 ( 製品と印字ヘッドの距離 ) が正しいことを確認します。第 6.3.5 「印字ト

リコ」項のメージ 6-46 を参照してください。

3. ジョポの最初に余分なスメースがないか確認してください。

8.2.1 バリントで位置で調整
4. ローザーは、[ 調整 ] > [ 移動 ] の値を変更することで、印字位置を変更できます。

5. 詳しくは、第 4.8.1 「製品への印字位置の調整」項の メージ 4-12 を参照してください。

8.3 不適正な印字サイコ
1. ⽂字⾼さとフグントの設定が正しいことを確認してください。第 5.2.2 「フオールドを追加」

項の メージ 5-9 を参照してください。
注 : 関連するフオールドテイプを参照して⽂字⾼さとフグントを変更します。

図 8-1: 印字位置

図 8-2: 印字位置の調整 ‒ 移動
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2. 印字ヘッドと製品の間の距離が正しいか確認してください。印字ヘッドが製品から離れる
と、⽂字⾼さは⾼くなり解像度が減少します。
注 : 最適な品質が得られる印字ヘッドと製品の間の距離は、12 mm です。範囲は  

5 〜 15 mm です。

3. 詳しくは、第 4.8.2 「製品への印字縮尺の調整」項の メージ 4-13 をせ覧ください。

8.4 印字が不完全
印字ヘッドにインクの付着があるか確認し、必要であれば印字ヘッドをクリーニンシしてくださ
い。第 7.5 「印字ヘッドの清掃」項の メージ 7-9 を参照してください。
フオールドの⾼さが、選択したジョポの⾼さ ( 選択したラステ ) を超えないことを確認します。

図 8-3: 製品からの距離
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8.5 印字で質が良えない

表 8-3 は印字不良ゼンプルの交、不良の理由、障害を解消するためのステップを説明してい 
ます。

左の交は全体的に優れた⽂字の形成を⽰してお
り、液滴の⾶び散りがなく⼀様な印字にななて
います。

サンバルと理由 対処法

ジェットが正しく調整されていないか、 
フズルが部分的にポロックされています。
底部の液滴がコテーの端にぶつかなていま
す。EHT が低すさる可能性があります。

印字ヘッドをクリーニンシします。 
[ ニール ] > [ メンテナンス ] > [ フズルのク
リーニンシ ] に移動して⼿順に従い、コテー
がきれいにななたことを確認します。問題
が解消しない場合は、フズルバックフラッ
シレ⼿順を実⾏します。[ ニール ] > [ メンテ
ナンス ] > [ フズルバックフラッシレ ] に移
動して⼿順に従います。

フェーズエラー。液滴が正しく配置されて
いません。周りにかなりしぶきが跳ねてい
ます。

印字ヘッドをクリーニンシします。 
[ ニール ] > [ メンテナンス ] > [ フズルのク
リーニンシ ] に移動して⼿順に従います。問
題が解消しない場合は、フズルバックフラ
ッシレ⼿順を実⾏します。[ ニール ] > [ メン
テナンス ] > [ フズルバックフラッシレ ] に
移動して⼿順に従います。
印字のフェーズ間に⼗分な時間があること
を確認してください。

不正確な調整、多すさるゼテライト、不適
正なトリージ過程。

フズルのバックフラッシレと正しい分離状
態を確認してください。

圧⼒が⾼すさる、液滴が正しく偏向してい
ない、液滴がぶつかなている、印字が⼩ 
さい。

ジェットの配列を確認してください。詳細
についてはゼービスマニレアルを参照して
ください。

圧⼒が低すさる、液滴が偏向し過さている
か位置が不正確。偏向板側の液滴が不安定。

ジェットの配列を確認してください。詳細
についてはゼービスマニレアルを参照して
ください。

表 8-3: 印字不良の交 
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印字ヘッドが印字⾯から遠すさる。液滴が
空気の流れの影響を受け、垂直⽅向に離れ
すさています。

印字ヘッドと製品の位置を近づける、また
はより適切なフグントを選択してください。

印字ヘッドスロットが印字⾯に対して 
垂直ではない。

印字ヘッドのスロットは、印字対象物の動
きに対して垂直でなければなりません。次
の図を参考にしてください。

サンバルと理由 対処法

表 8-3: 印字不良の交 ( 続き )
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8.6 アラームメッセージ
障害または警告が発⽣すると、プリンテはアラームコードと説明をステーテスバーに表⽰し、現
在アクテオポなアラームの数も表⽰します。以下に⽰すように、ステーテスバーは、警告がアク
テオポの場合は⻩⾊になり、障害がアクテオポな場合は⾚⾊になります。
注 : 障害と警告が両⽅発⽣した場合、先に障害が表⽰されます。

障害が発⽣すると、ジェットは停⽌します。障害が発⽣した場合、外部出⼒が利⽤できます。こ
の出⼒は、包装機の停⽌回路と連動させるために使⽤し、エラーが発⽣したら包装機が停⽌する
ようにできます。

アラームの詳細を表⽰し、問題解消の⼿順を参照するには、ステーテスバー上の下向き⽮印をク
リックします。

8.6.1 アラーム消去
本項では、障害を解消する⽅法について説明します。警告を消動する場合も、同様の⼿順を使
⽤します。
障害の詳細を表⽰する⼿順は、次のとおりです。

1. ャテンを  にテットして、解消されていない障害のリストを表⽰します ( 図 8-6)。

図 8-4: 障害メッセージ

図 8-5: 警告メッセージ

図 8-6: 障害の選択
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2. リストで故障名にテットして、故障についての詳細を読みます。

3. 画⾯に表⽰された障害の詳細と⼿順を読みます。障害についての詳細と、障害状態を解消
するために必要な推奨されるアクションが⽰されています。
注 : 多くのアラーム状態について、動画が⽤意されています。

4. 障害状態がなくなると、[ 消動 ] ャテンが有効になります。ャテンに  テットし
て、障害メッセージを消動します。
注 : この⼿順は、[ 消動 ] ャテンを使⽤するまで消動されないアラームに対してのみ適⽤さ

れます。多くのアラームは、アラーム状態が解消されると⾃動的に消動されます。

注 : 1 つまたは複数のアラームを消動するには、  ャテンにテットします。

図 8-7: エラーリスト

図 8-8: 故障の詳細表⽰
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8.6.2 バリンジでアラーム

エラー
コード

名称 対応策

E10621 メークアップスロッ
ト内カートリッジが
不正

メークアップスロット内のカートリッジにインクが含
まれています。適切なメークアップカートリッジを取
り付けてください。

E10622 インクスロット内の
カートリッジが不正

インクスロット内のカートリッジにメークアップが含
まれています。適切なインクカートリッジを取り付け
てください。

E10623 インクカートリッジ
の挿⼊が過剰

インクスロット内のカートリッジの挿⼊が許容数を超
えています。適切なインクカートリッジを取り付けて
ください。

E10624 メークアップカート
リッジの挿⼊が過剰

メークアップスロット内のカートリッジの挿⼊が許容
数を超えています。適切なメークアップカートリッジ
を取り付けてください。

E10625 インクカートリッジ
消費期限切れ

インクカートリッジの有効期限が切れました。適切な
インクカートリッジを取り付けてください。

E10626 メークアップカート
リッジ有効期限切れ

メークアップカートリッジの有効期限が切れました。
適切なメークアップカートリッジを取り付けてくだ 
さい。

E10649 新しいインクヘラメ
ーテ

インク使⽤ヘラメーテが変更され、IMB に更新されま
した。

E10719 印字ヘッド 1 のジョ
ポの印字準備ができ
ていません

印字ヘッド 1 のジョポが印字できる状態にありません。
ジョポを実⾏およびロードしてください。

E10774 フエンフオルテの 
交換時期

フエンフオルテが推奨される寿命の 90% に達しまし
た。適切な交換⽤ラジレールを⽤意してください。

E10775 フエンフオルテの 
交換時期

フエンフオルテが推奨される寿命の 97% に達しまし
た。適切な交換⽤ラジレールを⽤意してください。

E10776 フエンフオルテ 
交換の推奨

フエンフオルテが推奨される寿命に達しました。フエ
ンフオルテを交換してください。

E10778 ゼービスラジレール
の交換時期

ゼービスラジレールが寿命の 90% に達しました。まも
なく交換が必要になります。適切な交換⽤ラジレール
を⽤意してください。

E10779 ゼービスラジレール
の交換時期

ゼービスラジレールが寿命の 97% に達しました。まも
なく交換が必要になります。適切な交換⽤ラジレール
を⽤意してください。

E10780 ゼービスラジレール
の交換が必要

ゼービスラジレールが寿命に達しました。ゼービスラ
ジレールを交換してください。

表 8-4: プリンテのアラーム 
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E10781 ゼービスラジレール
の交換が必要

ゼービスラジレールが寿命を超過し、ジェット開始が
不可能になりました。ゼービスラジレールを交換して
ください。

E15048 インクカートリッジ
が空

インクカートリッジが空です。適切なインクカートリ
ッジを取り付けてください。

E15050 メークアップカート
リッジが空

メークアップカートリッジが空です。適切なメークア
ップカートリッジを取り付けてください。

E15063 ミゴゼテンク⾼ ミゴゼテンクの溶剤ンムルが上限を超えています。可
能な場合はインクジェットの実⾏を続け、クリーンス
トップ / ステートるフズルフラッシレなど、システム
にメークアップが追加投⼊されるようなアクションを
避けてください。

E15065 ミゴゼテンクが空 ミゴゼテンクが空です。インクカートリッジを確認し、
必要に応たて適切なカートリッジに交換してください。

E15066 ミゴゼテンクが空 
です

ミゴゼテンクが空です。適切なインクカートリッジを
取り付けて、ジェットを再起動する前に 「ミゴゼテン
クの準備」を実⾏してください。

E15150 インク粘度が低すさ
ます

インクの濃度が薄すさます。可能な場合はインクジェ
ットの実⾏を続け、洗浄の開始 / 停⽌るフズルフラッ
シレなど、さらにインクが希釈されるようなアクショ
ンを避けてください。

E15151 インク粘度が⾼すさ
ます

インク濃度が濃すさます。メークアップテンクンムル
を確認し、必要に応たてテンクを再充填します。

E15154 オメンーテー選択に
よる 「クイック」
停⽌

オメンーテーの選択により、プリンテが 「クイック」
停⽌を⾏いました。起動問題を避けるために、できる
だけ早くインクジェットを再起動してください。起動
前に印字ヘッドを点検し、必要に応たてクリーニンシ
してください。

E15171 印字ヘッド 1 フェー
ズテイムアキト

プリンテが有効なフェーズプロフエイルデーテを取得
する前にテイムアキトが発⽣しました。印字ンート / 
⽣産ライン速度を下す、製品感知器が正しく動作して
いるか確認してください。

E15201 印字ヘッド 1 速度検
出テイムアキト

プリンテが有効な液滴速度デーテを取得する前にテイ
ムアキトが発⽣しました。印字ンート / ⽣産ライン速
度を下す、製品感知器が正しく動作しているか確認し
てください。

E15262 ミゴゼーテンクのン
ムルが⾼いため
「クイック」 
ステート

ミゴゼテンクが⾼いため、プリンテが 「クイック」ス
テートしています。

エラー
コード

名称 対応策

表 8-4: プリンテのアラーム ( 続き )
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E15263 メークアップカート
リッジがないため
「クイック」 
ステート

メークアップカートリッジがないため、プリンテが
「クイック」ステートしています。

E15264 メークアップカート
リッジが空のため
「クイック」 
ステート

メークアップカートリッジが空のため、プリンテが
「クイック」ステートしています。

E15265 ミゴゼーテンクが⾼
いため 「クイック」
停⽌

ミゴゼーテンクが⾼いため、プリンテが 「クイック」
停⽌しています。起動問題を避けるために、できるだ
け早くインクジェットを再起動してください。起動前
に印字ヘッドを点検し、必要に応たてクリーニンシし
てください。

E15266 メークアップの種類
が不正なため 「ク
イック」停⽌

メークアップの種類が不正なため、プリンテが 「クイ
ック」停⽌しました。起動問題を避けるために、でき
るだけ早くインクジェットを再起動してください。起
動前に印字ヘッドを点検し、必要に応たてクリーニン
シしてください。

E15267 メークアップカート
リッジがないため
「クイック」停⽌

メークアップカートリッジがないため、プリンテが
「クイック」停⽌をしました。起動問題を避けるため
に、できるだけ早くインクジェットを再起動してくだ
さい。起動前に印字ヘッドを点検し、必要に応たてク
リーニンシしてください。

E15268 メークアップカート
リッジが空のため
「クイック」停⽌

メークアップカートリッジが空のため、プリンテが
「クイック」停⽌をしました。起動問題を避けるため
に、できるだけ早くインクジェットを再起動してくだ
さい。起動前に印字ヘッドを点検し、必要に応たてク
リーニンシしてください。

E15269 印字ヘッド 1 印字ミ
ス : プロデクトデオ
ンイが短すさる

印字ミス : 印字ヘッド 1 プロデクトデオンイが短すさ
ます。PD から PH までの距離を確認し、必要に応たて
増るしてください。

E15277 印字ヘッド 1 印字ミ
ス : ストローク外

印字ミス : ジョポが利⽤可能時間内に作成されていな
いので、印字ミスが起きています。

E15285 メークアップの種類
が不適切

メークアップスロット内のカートリッジの種類が間違
なています (%1)。%2 メークアップカートリッジを取
り付けてください。

E15286 インクの種類が 
不適切

インクスロット内のカートリッジの種類が間違なてい
ます (%1)。%2 インクカートリッジを取り付けてくだ
さい。

E15287 印字ヘッド 1 印字ミ
ス : 重複

印字ミス : 次の印字との重なりがあるため印字が切り
詰められています。

エラー
コード

名称 対応策

表 8-4: プリンテのアラーム ( 続き )



Videojet 1240/1280 操作説明書 - 改訂 AA 8-13

トラブルシマーティング

E15295 印字ヘッド 1 印字ミ
ス : 重複

印字ミス : 次の印字との重なりがあるため印字ミスが
起きています。

E15311 ジョポが⻑すさる ジョポは最⼤印字幅を超えています。ジョポを編集し
て印字幅を⼩さくしてから続⾏するか、新しいジョポ
を選択してください。

E15319 印字ヘッド 1 印字ミ
ス : 製品ゴレーが深
すさる

印字ミス : 製品デオテクテと印字ヘッドとの間に、ま
だ印字されていない 20 を超える製品があります。最寄
りのビデオジェットのゼービス担当者にお問い合わせ
ください。

E15344 選択されたジョポが
⻑すさる

選択したジョポが⻑すさます。ジョポの⻑さを縮めて
ください。

E15356 印字ヘッド 1 印字ミ
ス : オーバース 
ホード

印字ミス : ⽣産ライン速度が現在のジョポには速すさ
ます。⽣産ライン速度の設定を検証し必要に応たて調
整してください。

E15556 インクカートリッジ
がありません

プリンテがインクスロット内でカートリッジを検出で
きません。適切なインクカートリッジを取り付けてく
ださい。

E15557 メークアップカート
リッジがない

プリンテがメークアップスロット内でカートリッジを
検出できません。適切なメークアップカートリッジを
取り付けてください。

E15561 コードがありませ
ん。起動しません。

コー ドなし実⾏不可閾値の設定に相当する多数の印字
ミスがあなたので、プリンテが印字を停⽌しました。
表⽰された 「印字ミス」警告回数を検証し、状況に応
たてプリンテ設定またはコー ドなし実⾏不可閾値を調
整してください。

E15562 電⼦コンヘートメン
トの温度が⾼すさる

電⼦コンヘートメント内の測定温度が上限を超えてい
ます。プリンテ周辺の周辺条件を確認し、必要に応た
て移動してください。

E15783 印字ヘッド 1 のプロ
デクトデオンイが有
効範囲外

印字ヘッド 1 のプロデクトデオンイが許容範囲外です。
PD から PH の距離を検証し必要に応たて距離を増減し
ます。

E15904 印字ヘッド 1 カバー
がありません

印字ヘッドカバーがないか、正しい位置に取り付られ
ていません。印字ヘッドカバーを元に戻し、正しい位
置に取り付けてください。

E15912 印字ヘッド 1 カバー
がありません

印字ヘッドカバーがないか、正しい位置に取り付られ
ていません。印字ヘッドカバーを元に戻し、正しい位
置に取り付けてください。
故障が続く場合は、最寄りのビデオジェットゼービス
担当者にお問い合わせください。

E15939 ゼービスラジレール
の交換時期

ゼービスラジレールが寿命に達するまで 1000 時間を切
なています。まもなく交換が必要になります。適切な
交換⽤ラジレールを⽤意してください。

エラー
コード

名称 対応策

表 8-4: プリンテのアラーム ( 続き )
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E15940 ゼービスラジレール
の挿⼊過剰

ゼービスラジレールが許容される挿⼊回数を超えてい
ます。新しいゼービスラジレールを取り付けてくだ 
さい。

E15941 ゼービスラジレール 
/ インクカートリッ
ジが不⼀致

インクカートリッジ内に含まれるインクの種類が、取
り付けられているゼービスラジレールで以前使⽤され
ていたインクの種類と互換性がありません。適切なイ
ンクカートリッジを取り付けるか、ゼービスラジレー
ルを新しいラジレール、または互換性のあるラジレー
ルと交換してください。

E15978 フエンフオルテ 
交換の推奨

フエンフオルテが推奨される寿命を超過しました。フ
エンフオルテを交換してください。

E15937 ゼービスラジレール
の交換が必要

ゼービスラジレールが寿命に達しました。ゼービスラ
ジレールを交換してください。

E15938 ゼービスラジレール
が取り付けられてい
ない、または無効

有効なゼービスラジレールがプリンテによなて検出さ
れませんでした。適切なゼービスラジレールを取り付
けてください。

E15943 ゼービスラジレール
失効

ゼービスラジレールが寿命に達しました。新しいゼー
ビスラジレールを取り付けてください。

E15961 インクカートリッジ
の交換時期

インクカートリッジの有効期限が間近です。適切なイ
ンクカートリッジを取り付けてください。

E15962 メークアップカート
リッジの交換時期

メークアップカートリッジの有効期限が間近です。適
切なメークアップカートリッジを取り付けてください。

E15965 粘度がゴリリポンー
トされていません

粘度ゴリリポンーションが無効です。
粘度が較正され、関連するアラームが消えるまで印字
操作を開始できません。
粘度ゴリリポンーションを実⾏して続⾏してください。

E15980 インクカートリッジ
の交換が必要

プリンテで割り当てられた時間内にインクと溶剤を含
むカートリッジが検出されませんでした。適切なイン
クカートリッジを取り付けてください。

E15981 メークアップ 
カートリッジの 
交換が必要

プリンテで割り当てられた時間内にインクと溶剤を含
むカートリッジが検出されませんでした。適切なメー
クアップカートリッジを取り付けてください。

エラー
コード

名称 対応策

表 8-4: プリンテのアラーム ( 続き )
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付録 A 製品仕様

とけめつ
本項では、プリンテの仕様を以下のトホックに分けて説明します。

• 電気的仕様
• 概算重量
• ⼨法
• 付属品オプション
• 環境的仕様
• インクおよびメークアップの容量
• 印字の⾼さ
• フグント規格と⽣産ライン速度

A.1 電気的仕様
プリンテの電気的仕様は 表 A-1 のとおりです。

A.2 概算重量
プリンテの乾燥重量仕様は 表 A-2 のとおりです。

電圧 100 V AC 〜 240 V AC

周波数 50 Hz 〜 60 Hz

消費電⼒ 70 W

表 A-1: 電気的仕様

乾燥重量 17.2 KG (Videojet 1240)
17.9 KG (Videojet 1280)

表 A-2: 重量仕様
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A.3 ⼨法
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図 A-1: プリンテの⼨法 (Videojet 1240/Videojet 1280)
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A.4 付属品オバシムン

A.4.1 可動バリンジスジンド

ゴリビネット 幅 345 mm

⾼さ 489 mm

奥⾏ 342 mm

印字ヘッド 直径 41.3 mm

フズル 
オリフオスの直径

60 ミクロン
70 ミクロン

アンビリカル ⻑さ 2 m 
3 m

筐体 ⼯業保護等級 IP55

表 A-3: プリンテの⼨法  (Videojet 1240/Videojet 1280)
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図 A-2: 可動プリンテステンド
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A.4.2 印字ヘッドスジンド

A.5 環境的仕様
プリンテの環境的仕様を 表 A-4 に⽰します。

動作温度範囲 0 ºC 〜 50 ºC (32 ºF 〜 122 ºF)

周囲温度の変化率 時間当たり最⼤ 10 ºC (18 ºF)

相対湿度 0 〜 90 %、結露しない条件で

保管温度 0 ºC to 50 ºC (32 ºF to 122 ºF)  
( オリジナルの梱包状態で )

⼯業保護等級 IP55

⼯業保護等級  
( 電⼦コンヘートメント )

IP65

表 A-4: 環境的仕様
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図 A-3: 印字ヘッドステンド
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A.6 インエおめびメーエアッバで容量
プリンテのインクおよび溶剤の容量は 表 A-5 のとおりです。

A.7 印字で⾼さ
プリントマトリックスのメッセージ⾼の最⼩値および最⼤値は 表 A-6 のとおりです。

インクカートリッジ 750 ml

メークアップカートリッジ 750 ml

表 A-5: インクおよびメークアップの容量

最⼩ 2 mm

最⼤ 10 mm

表 A-6: 印字の⾼さ <:so> インジフテカゼ
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A.8 フアント規格と⽣産ライン速度
60 ミクロンおよび 70 ミクロンのフズルのフグント規格と⽣産ライン速度は 表 A-7 のとおり 
です。
注 : 表 A-7 にリストされている⽣産ライン速度は、特に記載がない限り、60 dpi のみに適⽤され

ます。

⽣産ラインモ
ード

⾼さ 幅 Cal スネード (60 ヘエロン ) Cal スネード (70 ヘエロン )

ft/ 分 m/ 分 ft/ 分 m/ 分

1 5 5 533 162 533 162
1 7 5 457 139 457 139
1 9 7 237 72 237 72
1 12 9 256 78 256 78
1 16 10 193 59 193 59
1 24 16 95 29 95 29
1 34 25 55 16 55 16
2 5 5 256 78 256 78
2 7 5 193 59 193 59
2 9 7 95 29 95 29
2 12 9 90 27 90 27
2 16 10 55 16 55 16
3 5 5 95 29 95 29
3 7 5 95 29 95 29
3 9 7 55 16 55 16
4 5 5 95 29 95 29
4 7 5 55 16 55 16
5 5 5 55 16 55 16

表 A-7: ラインスホード (60 および 70 ミクロン )
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